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和歌山県高野町における棕櫚の民俗

一
　
棕
櫚
の
概
要

１
．
植
物
的
な
特
徴

棕
櫚
は
ヤ
シ
科
の
樹
木
で
、
ワ
ジ
ュ
ロ(Trachycarpus excelsa W

endl

、var

、

typicius)

と
ト
ウ
ジ
ュ
ロ(Trachycarpus excelsa W

endl

、var

、Fortunei)

に
区
別
さ

れ
、
さ
ら
に
ワ
ジ
ュ
ロ
と
ト
ウ
ジ
ュ
ロ
の
混
雑
種
で
あ
る
ア
イ
ジ
ュ
ロ
が
存
在
す
る
と
い
う

〔
松
本
　
一
九
五
二
〕）

1
（

。
以
下
、
棕
櫚
の
植
物
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
本
稿
に
か
か
わ
る
樹

皮
、
新
葉
の
形
態
を
中
心
に
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。

幹
に
枝
は
な
く
円
筒
状
で
、
葉
は
幹
の
上
部
に
傘
状
に
繁
茂
す
る
。
下
に
生
じ
た
葉
は
、

幹
が
生
長
す
る
に
従
っ
て
暫
時
枯
死
す
る
。
葉
の
柄
は
長
く
、
断
面
は
丸
み
を
帯
び
た
三
角

形
を
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
稜
に
は
棘
が
生
じ
て
い
る
。
柄
の
基
部
に
は
繊
維
状
の
葉
鞘

が
あ
る
。
樹
皮
と
呼
ぶ
の
は
こ
の
繊
維
状
の
部
分
で
あ
る
。
葉
は
年
に
一
二
枚
程
度
生
じ

る
。
新
葉
は
扇
子
を
た
た
ん
だ
形
状
で
発
生
し
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
広
が
っ
て
い
く
〔
日

下
部
　
一
九
三
九
、
松
本
　
一
九
五
二
、
藤
田
　
二
〇
二
〇
〕。

２
．
和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
の
歴
史

棕
櫚
は
西
日
本
各
地
か
ら
関
東
・
東
北
南
部
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
は
、
平
安

時
代
の
『
枕
草
子
』
や
長
谷
寺
（
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
）
の
霊
験
譚
に
登
場
す
る
〔
瀬
田
　

一
九
九
五
〕。
和
歌
山
県
に
お
い
て
は
、
文
永
年
間
（
一
二
六
四
〜
七
五
）
に
、
有
田
郡
の

長
峰
の
山
中
に
あ
る
大
堂
鳴
海
に
自
生
し
て
い
た
も
の
を
村
人
が
掘
っ
て
き
て
、
庭
木
と
し

て
植
え
た
の
が
始
ま
り
と
す
る
伝
説
が
あ
る
〔
和
歌
山
県
内
務
部
　
一
八
九
三
〕）

2
（

。
そ
の
後
、

弘
和
年
間
（
一
三
八
一
〜
八
四
）
に
結
城
式
部
と
い
う
人
物
が
棕
櫚
の
効
用
を
里
人
に
説

き
、
植
栽
を
広
め
た
と
い
う
。
結
城
式
部
の
子
孫
は
楠
本
（
昭
和
時
代
に
は
八
幡
村
、
の
ち

清
水
町
、
現
在
の
有
田
川
町
）
に
居
住
す
る
〔
和
歌
山
県
内
務
部
　
一
八
九
三
〕。
延
徳
元

年
（
一
四
八
九
）
に
は
、
熊
野
（
現
在
の
和
歌
山
県
南
部
）
へ
参
詣
途
中
の
近
江
国
菅
浦

（
現
在
の
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
）
の
人
び
と
が
、「
紀
伊
国
石
垣
越
山
」（
昭
和
時
代
に
は

金
屋
町
付
近
、
現
在
の
有
田
川
町
）
で
棕
櫚
を
見
つ
け
て
、
菅
浦
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
記

録
が
あ
る
〔
瀬
田
　
一
九
九
五
〕。

江
戸
時
代
に
は
、『
紀
伊
名
所
図
会
』、『
紀
伊
続
風
土
記
』、『
十
寸
穂
の
薄
』
な
ど
に
よ

る
と
、
那
賀
・
有
田
郡
の
山
中
を
中
心
に
植
栽
が
広
ま
り
、
皮
が
産
物
と
し
て
取
引
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
天
保
年
間
か
ら
弘
化
年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
八
）
に
な
る
と
、
細
工

用
の
竹
皮
の
代
用
品
と
し
て
棕
櫚
の
新
葉
の
晒
葉
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
〔
和
歌
山

県
内
務
部
　
一
八
九
三
〕。
た
だ
し
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
末
期
に
か
け
て
は
、
樹
皮
を

縄
・
綱
な
ど
に
加
工
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。

『
和
歌
山
県
繊
維
産
業
史
』
に
は
和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
産
業
が
時
期
区
分
さ
れ
て
い

る
。
明
治
時
代
は
「
生
成
期
」、
大
正
元
年
か
ら
昭
和
一
一
年
ま
で
は
「
発
展
期
」、
戦
時
中

は
「
統
制
期
」、
そ
の
後
は
「
戦
後
期
」
と
し
て
い
る
〔
吉
田
ら
　
一
九
七
七
〕。
本
節
で

は
、
明
治
以
降
の
和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
産
業
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。

棕
櫚
の
樹
皮
は
耐
水
性
と
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
明
治
時
代
に
は
漁
網
、
マ
ッ
ト

和
歌
山
県
高
野
町
に
お
け
る
棕
櫚
の
民
俗

―
生
育
限
界
地
周
辺
で
の
棕
櫚
栽
培
―

藤
　
井
　
弘
　
章
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な
ど
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
需
要
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
明
治
中
期
ま
で
は

棕
櫚
縄
は
手
な
い
で
あ
っ
た
た
め
に
生
産
量
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
後
期
に
な
る
と
足

踏
み
式
製
縄
機
が
発
明
さ
れ
、
生
産
量
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
農
家

の
副
業
と
し
て
の
加
工
か
ら
、
専
門
の
業
者
や
問
屋
が
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明

治
か
ら
大
正
時
代
に
は
、
輸
出
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
一
方
、
大
正
時
代
に
は
国
産
の
棕
櫚
が

不
足
し
、
中
国
か
ら
の
棕
櫚
抜
毛
や
イ
ン
ド
産
の
パ
ー
ム
な
ど
の
輸
入
も
増
加
し
た
。
明
治

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
和
歌
山
県
は
全
国
的
に
棕
櫚
産
業
の
中
心
地
で
あ
り
、

棕
櫚
皮
の
産
額
は
他
県
の
産
額
を
圧
倒
し
て
い
た
〔
日
下
部
　
一
九
三
九
〕。

一
方
、
新
葉
を
利
用
し
た
棕
櫚
晒
葉
は
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
明
治
末
期
以
降
に
技
術
革
新
を
し
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
急
速
に
発
展
し
た
〔
日
下

部
　
一
九
三
九
〕。
棕
櫚
晒
葉
に
つ
い
て
も
和
歌
山
県
が
他
県
を
圧
倒
し
て
い
た
。
県
内
に

お
い
て
は
、
棕
櫚
皮
は
那
賀
郡
が
首
位
で
、
有
田
郡
、
伊
都
郡
が
続
い
て
い
た
が
、
棕
櫚
晒

葉
に
つ
い
て
は
、
伊
都
郡
が
主
産
地
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
〔
吉
田
ら
　
一
九
七

七
〕。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
〜
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
お
け
る
産
額
は
、
棕
櫚
皮
よ

り
も
棕
櫚
晒
葉
の
ほ
う
が
上
回
っ
て
い
た
〔
和
歌
山
県
統
計
協
会
　
一
九
三
八
〕。

筆
者
が
紀
美
野
町
・
有
田
川
町
な
ど
で
調
査
し
て
き
た
成
果
に
よ
る
と
、
和
歌
山
県
北
部

に
お
け
る
棕
櫚
産
業
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
那
賀
・
有
田
・
伊
都
郡
の
山
間
地
（
上
中
流

域
）
に
て
農
家
が
棕
櫚
を
栽
培
し
て
樹
皮
・
新
葉
を
出
荷
す
る
、
②
中
流
域
の
集
落
に
て
樹

皮
・
新
葉
を
仲
買
や
加
工
す
る
、
③
下
流
域
に
て
業
者
・
問
屋
が
樹
皮
・
新
葉
を
仕
入
れ
、

加
工
し
、
全
国
に
出
荷
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
整
理
で
き
る
）
3
（

（
地
図
1
）。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
軍
需
産
業
と
し
て
活
況
を
呈
し
、
戦
後
は
樹
皮
を
タ
ワ
シ
の

材
料
と
す
る
こ
と
も
盛
ん
と
な
る
。
昭
和
中
期
以
降
は
、
パ
ー
ム
繊
維
の
輸
入
、
ナ
イ
ロ
ン

製
品
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
棕
櫚
産
業
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

二
　
先
行
研
究
と
高
野

町
の
調
査

明
治
末
期
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
は
、
全

国
的
に
棕
櫚
産
業
が
盛

ん
で
あ
っ
た
た
め
、
栽

培
植
物
と
し
て
棕
櫚
に

関
す
る
研
究
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
。
大
正
時

代
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、

農
家
副
業
や
特
種
樹
種

と
し
て
の
研
究
が
大
日

本
山
林
会
や
各
都
道
府

県
山
林
会
な
ど
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
。
と
く

に
棕
櫚
産
業
の
中
心
地

で
あ
っ
た
和
歌
山
県
に

お
い
て
は
、
和
歌
山
県

林
業
試
験
場
の
職
員
に

よ
っ
て
調
査
さ
れ
、
普

及
書
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
〔
日
下
部
　
一

九
三
九
、
松
本
　
一
九

五
二
〕）
4
（

。

地図１　  和歌山県北部の棕櫚関連地図（国土地理院「電子国土」をもとに作図）
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に
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
す
で
に
聞
き
取
り
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
話
者
も

多
数
お
ら
れ
、
聞
き
取
り
内
容
自
体
が
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

を
ま
と
め
て
高
野
町
に
お
け
る
棕
櫚
に
関
す
る
聞
き
取
り
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
。ま

た
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
産
業
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
産
業
史
、
地
理
学
、
社
会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
、
民
俗
学
か
ら

の
分
析
は
〔
村
上
　
一
九
九
九
、
加
藤
　
二
〇
〇
五
〕
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
み
え
て
く
る
棕
櫚
の
民
俗
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
本
稿
で
は
棕
櫚
の
生
育
限
界
地
周
辺
の
栽
培
状
況
を
提
示
す
る
と
い
う
意
味
合

い
も
あ
る
。
高
野
町
は
棕
櫚
栽
培
の
主
産
地
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
加
工
地
域
で
も
な

い
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
高
野
山
と
花
園
村
（
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
）
と
の
間
に
栽
培

限
界
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
〔
松
本
　
一
九
五
二
〕、
本
稿
の
対
象
地
域
は
栽
培
限
界

地
の
周
辺
地
域
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
棕
櫚
栽
培
の
実
態
は
筆
者
が
高
野
町
史

で
簡
単
に
ま
と
め
た
以
外
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
初

期
か
ら
中
期
の
栽
培
状
況
を
集
落
ご
と
に
聞
き
取
り
し
た
結
果
を
丁
寧
に
示
し
つ
つ
、
生
育

限
界
地
周
辺
の
棕
櫚
の
民
俗
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
　
高
野
町
の
概
要

こ
こ
で
は
、
高
野
町
史
民
俗
編
の
調
査
で
把
握
し
た
内
容
を
中
心
に
し
て
、
高
野
町
の
概

要
を
ま
と
め
て
お
く
。

高
野
町
は
、
和
歌
山
県
の
北
東
部
、
伊い

都と

郡ぐ
ん

の
南
東
に
位
置
し
、
南
東
部
は
奈
良
県
、
南

西
部
は
か
つ
ら
ぎ
町
、
北
部
は
九
度
山
町
・
橋
本
市
と
接
し
て
い
る
。
町
域
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
は
高
野
山
が
あ
る
。
高
野
山
は
、
平
安
時
代
初
期
に
、
空
海
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
真
言
宗

の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
標
高
約
八
〇
〇
m
の
盆
地
の
中
に
約
一
二
〇
の
寺
院
が
あ
る
。
山
上

棕
櫚
産
業
が
衰
退
し
た
あ
と
、
和
歌
山
県
の
繊
維
産
業
史
の
一
部
と
し
て
棕
櫚
産
業
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
〔
吉
田
ら
　
一
九
七
七
〕。
ま
た
、
海
南
市
な
ど
で
棕
櫚
産
業
を
記
録
し
紹

介
す
る
書
籍
が
編
纂
さ
れ
た
〔
海
南
地
方
家
庭
用
品
産
業
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
九
、

海
南
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
一
九
九
八
な
ど
〕。
ま
た
、
和
歌
山
社
会
経
済
研
究
所
や
和

歌
山
大
学
な
ど
に
よ
る
報
告
や
論
文
も
み
ら
れ
る
〔
山
下
　
二
〇
〇
五
、
藤
田
　
二
〇
一

七
・
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
な
ど
〕。
そ
の
他
、
歴
史
学
〔
瀬
田
　
一
九
九
五
〕、
民
俗
学

〔
村
上
　
一
九
九
九
、
加
藤
　
二
〇
〇
五
〕
な
ど
の
研
究
も
み
ら
れ
る
が
、
多
く
は
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。

筆
者
は
和
歌
山
県
に
お
い
て
、
自
治
体
史
、
地
域
史
の
な
か
で
生
業
調
査
を
お
こ
な
っ
て

き
た
な
か
で
、
棕
櫚
産
業
に
も
注
目
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
高
野
町
と
紀
美
野
町
の
棕
櫚

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
生
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
〔
高
野
町
史
編
纂
委

員
会
　
二
〇
一
二
、
藤
井
　
二
〇
一
四
〕。
紀
美
野
町
の
棕
櫚
産
業
に
つ
い
て
は
調
査
成
果

も
蓄
積
し
て
き
て
い
る
た
め
、
別
途
、
ま
と
め
る
予
定
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
高
野
町
の

棕
櫚
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
高
野
町
で
は
、
高
野
町
史
民
俗
編
の
調
査
を
中
心
に
し
て
棕
櫚
の
こ

と
を
聞
き
取
っ
た
。
こ
の
調
査
は
筆
者
も
参
加
し
て
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
〜
平
成
二

三
年
（
二
〇
一
一
）
に
実
施
し
、
大
字
高
野
山
を
の
ぞ
く
町
内
全
集
落
に
お
い
て
一
定
期
間

に
同
質
の
調
査
を
実
施
し
た
。
と
く
に
筆
者
は
生
業
・
年
中
行
事
を
担
当
し
た
た
め
、
生
業

の
聞
き
取
り
に
な
か
で
棕
櫚
の
こ
と
を
聞
い
て
き
た
。
ま
た
、
高
野
町
内
で
は
近
畿
大
学
民

俗
学
実
習
も
実
施
し
た
。
平
成
二
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）・
二
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
に
は

富
貴
地
区
、
平
成
二
三
年
度
（
二
〇
一
一
）
に
は
花
坂
地
区
で
、
地
域
の
民
俗
全
般
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
四
）
に
か
け
て
、
個
人

的
に
高
野
町
の
民
俗
調
査
を
実
施
し
た
。

以
上
の
調
査
は
一
〇
年
以
上
前
に
実
施
し
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
方
々
を
中
心
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に
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
す
で
に
聞
き
取
り
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
話
者
も

多
数
お
ら
れ
、
聞
き
取
り
内
容
自
体
が
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

を
ま
と
め
て
高
野
町
に
お
け
る
棕
櫚
に
関
す
る
聞
き
取
り
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
。ま

た
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
産
業
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
産
業
史
、
地
理
学
、
社
会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
、
民
俗
学
か
ら

の
分
析
は
〔
村
上
　
一
九
九
九
、
加
藤
　
二
〇
〇
五
〕
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
た

め
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
み
え
て
く
る
棕
櫚
の
民
俗
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
本
稿
で
は
棕
櫚
の
生
育
限
界
地
周
辺
の
栽
培
状
況
を
提
示
す
る
と
い
う
意
味
合

い
も
あ
る
。
高
野
町
は
棕
櫚
栽
培
の
主
産
地
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
加
工
地
域
で
も
な

い
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
高
野
山
と
花
園
村
（
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
）
と
の
間
に
栽
培

限
界
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
〔
松
本
　
一
九
五
二
〕、
本
稿
の
対
象
地
域
は
栽
培
限
界

地
の
周
辺
地
域
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
棕
櫚
栽
培
の
実
態
は
筆
者
が
高
野
町
史

で
簡
単
に
ま
と
め
た
以
外
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
初

期
か
ら
中
期
の
栽
培
状
況
を
集
落
ご
と
に
聞
き
取
り
し
た
結
果
を
丁
寧
に
示
し
つ
つ
、
生
育

限
界
地
周
辺
の
棕
櫚
の
民
俗
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
　
高
野
町
の
概
要

こ
こ
で
は
、
高
野
町
史
民
俗
編
の
調
査
で
把
握
し
た
内
容
を
中
心
に
し
て
、
高
野
町
の
概

要
を
ま
と
め
て
お
く
。

高
野
町
は
、
和
歌
山
県
の
北
東
部
、
伊い

都と

郡ぐ
ん

の
南
東
に
位
置
し
、
南
東
部
は
奈
良
県
、
南

西
部
は
か
つ
ら
ぎ
町
、
北
部
は
九
度
山
町
・
橋
本
市
と
接
し
て
い
る
。
町
域
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
は
高
野
山
が
あ
る
。
高
野
山
は
、
平
安
時
代
初
期
に
、
空
海
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
真
言
宗

の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
標
高
約
八
〇
〇
m
の
盆
地
の
中
に
約
一
二
〇
の
寺
院
が
あ
る
。
山
上

棕
櫚
産
業
が
衰
退
し
た
あ
と
、
和
歌
山
県
の
繊
維
産
業
史
の
一
部
と
し
て
棕
櫚
産
業
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
〔
吉
田
ら
　
一
九
七
七
〕。
ま
た
、
海
南
市
な
ど
で
棕
櫚
産
業
を
記
録
し
紹

介
す
る
書
籍
が
編
纂
さ
れ
た
〔
海
南
地
方
家
庭
用
品
産
業
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
九
、

海
南
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
一
九
九
八
な
ど
〕。
ま
た
、
和
歌
山
社
会
経
済
研
究
所
や
和

歌
山
大
学
な
ど
に
よ
る
報
告
や
論
文
も
み
ら
れ
る
〔
山
下
　
二
〇
〇
五
、
藤
田
　
二
〇
一

七
・
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
な
ど
〕。
そ
の
他
、
歴
史
学
〔
瀬
田
　
一
九
九
五
〕、
民
俗
学

〔
村
上
　
一
九
九
九
、
加
藤
　
二
〇
〇
五
〕
な
ど
の
研
究
も
み
ら
れ
る
が
、
多
く
は
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。

筆
者
は
和
歌
山
県
に
お
い
て
、
自
治
体
史
、
地
域
史
の
な
か
で
生
業
調
査
を
お
こ
な
っ
て

き
た
な
か
で
、
棕
櫚
産
業
に
も
注
目
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
高
野
町
と
紀
美
野
町
の
棕
櫚

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
生
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
〔
高
野
町
史
編
纂
委

員
会
　
二
〇
一
二
、
藤
井
　
二
〇
一
四
〕。
紀
美
野
町
の
棕
櫚
産
業
に
つ
い
て
は
調
査
成
果

も
蓄
積
し
て
き
て
い
る
た
め
、
別
途
、
ま
と
め
る
予
定
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
高
野
町
の

棕
櫚
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
高
野
町
で
は
、
高
野
町
史
民
俗
編
の
調
査
を
中
心
に
し
て
棕
櫚
の
こ

と
を
聞
き
取
っ
た
。
こ
の
調
査
は
筆
者
も
参
加
し
て
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
〜
平
成
二

三
年
（
二
〇
一
一
）
に
実
施
し
、
大
字
高
野
山
を
の
ぞ
く
町
内
全
集
落
に
お
い
て
一
定
期
間

に
同
質
の
調
査
を
実
施
し
た
。
と
く
に
筆
者
は
生
業
・
年
中
行
事
を
担
当
し
た
た
め
、
生
業

の
聞
き
取
り
に
な
か
で
棕
櫚
の
こ
と
を
聞
い
て
き
た
。
ま
た
、
高
野
町
内
で
は
近
畿
大
学
民

俗
学
実
習
も
実
施
し
た
。
平
成
二
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）・
二
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
に
は

富
貴
地
区
、
平
成
二
三
年
度
（
二
〇
一
一
）
に
は
花
坂
地
区
で
、
地
域
の
民
俗
全
般
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
四
）
に
か
け
て
、
個
人

的
に
高
野
町
の
民
俗
調
査
を
実
施
し
た
。

以
上
の
調
査
は
一
〇
年
以
上
前
に
実
施
し
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
方
々
を
中
心
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て
高
野
町
と
改
称
し
、
昭

和
三
三
年
（
一
九
五
八
）

に
は
高
野
町
と
富
貴
村
が

合
併
し
て
現
在
の
高
野
町

が
誕
生
し
た
。

高
野
山
に
は
平
安
時
代

以
来
、
多
く
の
参
詣
者
が

集
ま
っ
た
。
現
在
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

町
石
道
は
、
九
度
山
町
の

慈
尊
院
か
ら
登
り
、
花
坂

に
入
っ
て
か
ら
高
野
山
の

大
門
口
へ
と
至
る
ル
ー
ト

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
盛

ん
に
利
用
さ
れ
た
、
京

都
・
大
坂
方
面
か
ら
の
最

短
ル
ー
ト
で
あ
る
東
高
野

街
道
は
、
橋
本
市
学か

文む

路ろ

、

九
度
山
町
河か

ね根
を
経
由
し
、

西
郷
の
作さ

水み
ず

・
尾お

細ぼ
そ

・
神か
み

谷や

（
こ
れ
ら
の
集
落
は
尾

根
上
に
細
長
く
立
地
し
て

い
る
）
を
通
り
、
不
動
坂

口
へ
と
至
る
。
和
歌
山
・

は
東
西
約
六
km
、
周
囲
約
一
五
km
の
楕
円
形
の
平
地
に
な
っ
て
お
り
、
寺
院
群
を
取
り
囲
む

よ
う
に
町
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
高
野
町
に
は
、
山
上
に
大
字
高
野
山
（
以
下
、
高
野
山
と
表
記
す
る
）
が
あ
り
、

周
辺
の
山
間
部
に
一
八
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。
高
野
山
の
周
辺
の
集
落
は
、
西
か
ら
、

西に
し

郷ご
う

・
細
川
・
花
坂
・
湯
川
・
相あ
い
の
う
ら

ノ
浦
・
大
滝
・
西
ヶ
峰
・
南
・
林
・
平
原
・
樫
原
・
東

又
・
杖つ
え

ヶが

藪や
ぶ

・
下
筒つ
つ

香が

・
中
筒
香
・
上
筒
香
・
西
富
貴
・
東
富
貴
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
西
ヶ
峰
・
南
・
林
・
平
原
・
樫
原
・
東
又
・
杖
ヶ
藪
は
総
称
し
て
摩ま

尼に

と
呼
ば

れ
、
摩
尼
の
な
か
で
も
高
野
山
に
最
も
近
い
、
西
ヶ
峰
・
南
・
林
の
三
集
落
は
高
根
と
呼
ば

れ
る
。
本
稿
に
か
か
わ
る
部
分
で
い
え
ば
、
細
川
は
西
細
川
・
東
細
川
に
分
か
れ
、
湯
川
は

下
湯
川
・
上
湯
川
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
章
で
登
場
す
る
矢
立
、
不
動
野
と
い
う
地

名
は
、
花
坂
の
小
字
に
な
る
（
地
図
2
）。

高
野
山
以
外
の
集
落
は
、
限
ら
れ
た
平
地
で
稲
作
・
畑
作
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
林
業
や

山
林
資
源
を
用
い
た
加
工
業
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
高
野
山
と
の

つ
な
が
り
が
深
く
、
信
仰
上
の
み
な
ら
ず
、
生
業
的
に
も
高
野
山
と
密
接
に
結
び
付
く
こ
と

で
生
活
を
維
持
し
て
き
た
側
面
が
強
い
。
高
野
山
は
、
僧
侶
が
中
心
の
集
落
で
あ
り
、
ま

た
、
気
候
的
に
も
寒
冷
で
あ
る
た
め
、
食
糧
の
生
産
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
高
野
山
で

消
費
さ
れ
る
食
糧
や
日
用
品
を
供
給
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
高
野
山
周
辺
の
集
落

で
あ
っ
た
。
宗
教
都
市
・
高
野
山
を
支
え
て
き
た
の
が
、
高
野
山
周
辺
の
集
落
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

一
方
、
高
野
山
周
辺
の
集
落
に
と
っ
て
、
高
野
山
は
最
も
近
い
町
場
で
あ
っ
た
。
生
産
し

た
食
糧
や
物
資
を
販
売
す
る
場
で
あ
り
、
日
用
品
な
ど
を
購
入
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
集
落
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
高
野
寺
領
で
あ
っ
た
。
富
貴
や
筒
香
は
、
高
野
山
か
ら
の

距
離
が
比
較
的
に
遠
い
た
め
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
後
は
、
高
野
村

と
は
別
に
富
貴
村
が
成
立
し
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
高
野
村
は
町
制
を
施
行
し

地図２　  高野町の集落（国土地理院「電子国土」をもとに作図）
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該
当
部
分
を
引
用
し
て
お
く
〔
松
本
　
一
九
五
二
〕。

気
象
因
子
の
内
最
も
重
要
な
も
の
は
気
温
の
関
係
で
あ
っ
て
、
気
温
の
最
低
限
界
に
つ

い
て
は
日
下
部
氏
の
研
究
が
あ
る
が
和
歌
山
県
に
お
け
る
し
ゅ
ろ
栽
培
の
状
況
よ
り
見
る

と
高
野
山
の
山
上
部
落
（
標
高
850
米
）
付
近
に
お
い
て
は
寒
害
の
為
栽
培
は
困
難
と
さ
れ

て
い
る
が
中
腹
以
下
（
標
高
500
米
以
下
）
に
お
い
て
は
現
に
相
当
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
高

野
山
の
南
西
側
に
隣
接
す
る
花
園
村
は
奥
部
高
野
山
に
近
い
久
木
部
落
（
標
高
700
米
）
で

は
し
ゅ
ろ
は
寒
害
に
よ
る
影
響
を
強
く
受
け
発
育
不
良
に
し
て
生
育
し
て
も
30
年
生
に
達

す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
村
中
部
よ
り
下
流
（
栽
培
地
標
高
300
米
〜
500

米
）
に
か
け
て
は
特
に
寒
気
の
は
な
は
だ
し
い
年
度
に
お
い
て
寒
害
を
受
け
る
が
栽
培
は

可
能
で
本
県
の
代
表
的
栽
培
地
の
一
つ
で
あ
る
。

日
高
郡
龍
神
村
が
ほ
ぼ
花
園
村
と
同
一
条
件
に
な
る
と
見
ら
れ
る
が
、
其
他
は
奥
部
を

除
き
寒
害
を
見
る
事
は
稀
で
あ
っ
て
、
ま
ず
栽
培
可
能
の
限
界
は
高
野
山
と
花
園
村
の
中

間
に
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
棕
櫚
の
研
究
で
は
、
高
野
町
域
付
近
に

和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
の
栽
培
限
界
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
献
に
高
野
町
域
で
の
棕
櫚
栽
培
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
『
和
歌
山
県
伊
都
郡
誌
』
に
は
、
伊
都
郡
全
域
の
棕
櫚
産
業

の
特
徴
を
取
り
上
げ
、
高
野
町
域
の
こ
と
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
言
及
が
あ
る
〔
和
歌
山
県
伊

都
郡
役
所
　
一
九
一
八
〕。
第
三
編
「
産
業
誌
」
第
一
章
「
沿
革
」
に
以
下
の
よ
う
に
記
載

が
あ
る
。

花
園
荘
梁
瀬
村
古
向
村
等
に
て
は
棕
櫚
を
植
付
け
、
そ
の
皮
を
剥
ぎ
て
大
阪
に
売
出
せ

四
国
方
面
か
ら
の
参
詣
者
が
利
用
し
た
ル
ー
ト
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
志
賀
を
通
り
、
花
坂
の
矢

立
で
町
石
道
と
合
流
し
て
大
門
口
へ
と
至
る
西
高
野
街
道
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
開
業
す
る
ま
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
高
野
山
を
目
指
す
参
詣
者

は
、
こ
う
し
た
ル
ー
ト
を
通
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
高
野
山
に
は
大
門
口
・
不
動
坂
口
の
ほ
か
に
も
、
黒
河
口
・
龍
神
口
・
相
ノ
浦

口
・
大
滝
口
・
大
峰
口
と
い
う
入
り
口
が
あ
り
、
東
や
南
か
ら
高
野
山
へ
と
至
る
道
も
存
在

し
た
。
奈
良
県
の
五
條
・
西
吉
野
方
面
か
ら
は
、
富
貴
・
筒
香
・
摩
尼
な
ど
を
通
り
、
奈
良

県
野の

迫せ

川が
わ

村
・
十
津
川
村
や
熊
野
方
面
か
ら
は
大
滝
を
通
り
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
（
旧
花
園

村
）・
有
田
方
面
か
ら
は
相
ノ
浦
や
湯
川
を
通
る
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

高
野
町
の
集
落
は
、
各
方
面
か
ら
高
野
山
へ
と
入
る
と
き
の
経
由
地
や
入
り
口
に
位
置
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
俗
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
富
貴
は
奈
良
県

の
五
條
・
西
吉
野
方
面
、
摩
尼
は
奈
良
県
方
面
、
大
滝
は
奈
良
県
の
野
迫
川
方
面
、
相
ノ

浦
・
湯
川
は
花
園
・
有
田
方
面
、
花
坂
は
和
歌
山
方
面
、
西
郷
は
橋
本
・
九
度
山
方
面
の
影

響
が
み
ら
れ
る
。

四
　
高
野
町
に
関
す
る
棕
櫚
関
連
文
献

１
．
生
育
限
界
の
指
標

二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
高
野
町
域
に
は
棕
櫚
の
栽
培
限
界
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
下
部
は
、
棕
梠
の
生
育
限
界
に
つ
い
て
、
高
野
山
と
日
高
郡
龍
神
村
（
現
在
の
田
辺
市
）

を
比
較
し
て
、
年
平
均
気
温
が
一
〇
．
六
℃
の
高
野
山
で
は
栽
培
不
可
能
で
あ
り
、
平
均
気

温
一
二
〜
三
℃
以
上
の
土
地
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
月
・
二
月
の
平
均
気
温
は

〇
℃
以
下
の
高
野
山
で
は
生
育
し
な
い
。
冬
季
の
平
均
気
温
は
三
℃
以
上
で
あ
る
と
い
う

〔
日
下
部
　
一
九
三
九
〕。

松
本
は
、
棕
櫚
の
適
地
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
本
稿
に
か
か
わ
る
の
で
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該
当
部
分
を
引
用
し
て
お
く
〔
松
本
　
一
九
五
二
〕。

気
象
因
子
の
内
最
も
重
要
な
も
の
は
気
温
の
関
係
で
あ
っ
て
、
気
温
の
最
低
限
界
に
つ

い
て
は
日
下
部
氏
の
研
究
が
あ
る
が
和
歌
山
県
に
お
け
る
し
ゅ
ろ
栽
培
の
状
況
よ
り
見
る

と
高
野
山
の
山
上
部
落
（
標
高
850
米
）
付
近
に
お
い
て
は
寒
害
の
為
栽
培
は
困
難
と
さ
れ

て
い
る
が
中
腹
以
下
（
標
高
500
米
以
下
）
に
お
い
て
は
現
に
相
当
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
高

野
山
の
南
西
側
に
隣
接
す
る
花
園
村
は
奥
部
高
野
山
に
近
い
久
木
部
落
（
標
高
700
米
）
で

は
し
ゅ
ろ
は
寒
害
に
よ
る
影
響
を
強
く
受
け
発
育
不
良
に
し
て
生
育
し
て
も
30
年
生
に
達

す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
村
中
部
よ
り
下
流
（
栽
培
地
標
高
300
米
〜
500

米
）
に
か
け
て
は
特
に
寒
気
の
は
な
は
だ
し
い
年
度
に
お
い
て
寒
害
を
受
け
る
が
栽
培
は

可
能
で
本
県
の
代
表
的
栽
培
地
の
一
つ
で
あ
る
。

日
高
郡
龍
神
村
が
ほ
ぼ
花
園
村
と
同
一
条
件
に
な
る
と
見
ら
れ
る
が
、
其
他
は
奥
部
を

除
き
寒
害
を
見
る
事
は
稀
で
あ
っ
て
、
ま
ず
栽
培
可
能
の
限
界
は
高
野
山
と
花
園
村
の
中

間
に
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
棕
櫚
の
研
究
で
は
、
高
野
町
域
付
近
に

和
歌
山
県
に
お
け
る
棕
櫚
の
栽
培
限
界
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
献
に
高
野
町
域
で
の
棕
櫚
栽
培
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
『
和
歌
山
県
伊
都
郡
誌
』
に
は
、
伊
都
郡
全
域
の
棕
櫚
産
業

の
特
徴
を
取
り
上
げ
、
高
野
町
域
の
こ
と
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
言
及
が
あ
る
〔
和
歌
山
県
伊

都
郡
役
所
　
一
九
一
八
〕。
第
三
編
「
産
業
誌
」
第
一
章
「
沿
革
」
に
以
下
の
よ
う
に
記
載

が
あ
る
。

花
園
荘
梁
瀬
村
古
向
村
等
に
て
は
棕
櫚
を
植
付
け
、
そ
の
皮
を
剥
ぎ
て
大
阪
に
売
出
せ

四
国
方
面
か
ら
の
参
詣
者
が
利
用
し
た
ル
ー
ト
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
志
賀
を
通
り
、
花
坂
の
矢

立
で
町
石
道
と
合
流
し
て
大
門
口
へ
と
至
る
西
高
野
街
道
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
開
業
す
る
ま
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
高
野
山
を
目
指
す
参
詣
者

は
、
こ
う
し
た
ル
ー
ト
を
通
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
高
野
山
に
は
大
門
口
・
不
動
坂
口
の
ほ
か
に
も
、
黒
河
口
・
龍
神
口
・
相
ノ
浦

口
・
大
滝
口
・
大
峰
口
と
い
う
入
り
口
が
あ
り
、
東
や
南
か
ら
高
野
山
へ
と
至
る
道
も
存
在

し
た
。
奈
良
県
の
五
條
・
西
吉
野
方
面
か
ら
は
、
富
貴
・
筒
香
・
摩
尼
な
ど
を
通
り
、
奈
良

県
野の

迫せ

川が
わ

村
・
十
津
川
村
や
熊
野
方
面
か
ら
は
大
滝
を
通
り
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
（
旧
花
園

村
）・
有
田
方
面
か
ら
は
相
ノ
浦
や
湯
川
を
通
る
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

高
野
町
の
集
落
は
、
各
方
面
か
ら
高
野
山
へ
と
入
る
と
き
の
経
由
地
や
入
り
口
に
位
置
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
俗
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
富
貴
は
奈
良
県

の
五
條
・
西
吉
野
方
面
、
摩
尼
は
奈
良
県
方
面
、
大
滝
は
奈
良
県
の
野
迫
川
方
面
、
相
ノ

浦
・
湯
川
は
花
園
・
有
田
方
面
、
花
坂
は
和
歌
山
方
面
、
西
郷
は
橋
本
・
九
度
山
方
面
の
影

響
が
み
ら
れ
る
。

四
　
高
野
町
に
関
す
る
棕
櫚
関
連
文
献

１
．
生
育
限
界
の
指
標

二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
高
野
町
域
に
は
棕
櫚
の
栽
培
限
界
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
下
部
は
、
棕
梠
の
生
育
限
界
に
つ
い
て
、
高
野
山
と
日
高
郡
龍
神
村
（
現
在
の
田
辺
市
）

を
比
較
し
て
、
年
平
均
気
温
が
一
〇
．
六
℃
の
高
野
山
で
は
栽
培
不
可
能
で
あ
り
、
平
均
気

温
一
二
〜
三
℃
以
上
の
土
地
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
月
・
二
月
の
平
均
気
温
は

〇
℃
以
下
の
高
野
山
で
は
生
育
し
な
い
。
冬
季
の
平
均
気
温
は
三
℃
以
上
で
あ
る
と
い
う

〔
日
下
部
　
一
九
三
九
〕。

松
本
は
、
棕
櫚
の
適
地
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
本
稿
に
か
か
わ
る
の
で
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こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
高
野
村
は
、
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
高
野
町
の
中
西
部

を
指
し
て
お
り
、
筒
香
・
富
貴
を
除
い
た
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。
四
章
で
紹
介
す
る
よ
う

に
、
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
高
野
町
域
に
お
け
る
棕
櫚
加
工
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
四
章
に
あ
る
栽
培
状
況
と
、
地
理
的
な
特
徴
か
ら
考
え
れ
ば
、
棕
櫚
加
工
を
お
こ
な
っ

て
い
た
の
は
高
野
町
の
花
坂
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
伊
都
郡
に
矢
野
村
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
和
歌

山
県
農
家
の
副
業
　
二
』
に
は
、「
棕
櫚
縄
及
綱
」
の
項
目
で
、
自
家
用
と
し
て
は
県
下
各

郡
に
お
い
て
製
造
し
て
お
り
、
販
売
用
の
目
的
で
製
造
し
て
い
る
の
は
伊
都
郡
の
場
合
は
山

田
村
（
現
在
の
橋
本
市
）・
見
好
（
以
下
の
村
は
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
）・
笠
田
町
・
天
野

村
・
花
園
村
・
四
郷
村
で
あ
る
と
し
て
い
る
〔
和
歌
山
県
農
会
　
一
九
二
〇
〕。
こ
れ
を
み

て
も
、『
伊
都
郡
誌
』
の
「
矢
野
村
」
は
天
野
村
の
誤
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
大
正
時
代
の
『
伊
都
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
伊
都
郡
で
の
棕
櫚
産
地
は
花
園
村
と
四

郷
村
で
あ
っ
た
こ
と
、
明
治
末
期
か
ら
棕
櫚
皮
を
縄
な
ど
の
製
品
に
加
工
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
伊
都
郡
の
加
工
地
は
山
田
村
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
高
野
村
で
も
加
工
を
お
こ

な
う
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
分
か
る
。

昭
和
初
期
に
な
る
と
、
伊
都
郡
で
も
棕
櫚
新
葉
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
の
『
伊
都
郡
農
勢
』
に
は
、
郡
内
町
村
別
に
昭
和
七
年
の
統
計
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
林
産
物
の
項
目
の
中
に
棕
櫚
新
葉
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
四
郷
村
が
二
万
五

千
貫
、
花
園
村
が
二
万
貫
、
高
野
町
が
八
千
貫
、
河
根
村
（
現
在
の
九
度
山
町
）
が
三
千
四

〇
〇
貫
、
天
野
村
が
一
五
〇
〇
貫
（
以
下
は
省
略
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
伊
都
郡
農

勢
』
に
は
棕
櫚
皮
と
い
う
項
目
が
あ
が
っ
て
い
な
い
。
樹
皮
と
い
う
項
目
は
あ
る
が
、
こ
れ

は
郡
内
の
中
で
高
野
町
が
け
た
外
れ
に
多
く
な
っ
て
い
る
〔
和
歌
山
県
伊
都
郡
農
会
　
一
九

三
三
〕。
ヒ
ノ
キ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
樹
皮
が
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ノ
キ
・
コ
ウ

ヤ
マ
キ
の
樹
皮
か
ら
生
産
す
る
ヒ
ナ
ワ
・
マ
キ
ナ
ワ
は
高
野
町
の
特
産
で
あ
っ
た
〔
高
野
町

り
。
梁
瀬
皮
と
称
し
毛
長
き
を
以
て
上
品
と
せ
ら
る
。

梁
瀬
村
、
古
向
村
は
、
旧
花
園
村
で
あ
る
。
花
園
村
は
有
田
川
上
流
域
で
あ
る
が
、
高
野

山
と
の
関
係
も
深
く
、
伊
都
郡
に
属
し
て
い
た
。
現
在
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
梁
瀬
、
花
園
古

向
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
書
の
第
三
編
「
産
業
誌
」
第
三
章
「
林
業
」
の
「
林
産
」
と
い
う
項
目
に
、
用

林
材
よ
り
製
出
す
る
板
類
・
丸
材
・
角
材
、
雑
木
林
よ
り
産
出
す
る
木
炭
が
お
も
な
も
の

で
、
棕
櫚
皮
・
樽
丸
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

棕
梠
皮
は
古
く
よ
り
産
出
す
る
も
の
に
し
て
一
万
円
以
上
あ
り
。
こ
れ
を
産
地
よ
り
い

へ
ば
（
中
略
）
花
園
村
四
郷
村
の
棕
梠
皮
を
そ
の
主
な
る
も
の
と
す
。

四
郷
村
は
、
和
歌
山
県
と
大
阪
府
の
境
に
な
る
和
泉
山
脈
に
位
置
し
、
現
在
、
か
つ
ら
ぎ

町
に
属
し
て
い
る
。
伊
都
郡
の
な
か
で
は
、
花
園
村
と
四
郷
村
が
棕
櫚
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
第
三
編
「
産
業
誌
」
第
四
章
「
工
業
」
に
「
棕
梠
細
工
」
と
し
て
以
下
の
よ

う
に
出
て
い
る
。

従
来
は
棕
梠
樹
の
皮
を
そ
の
儘
他
に
販
売
せ
し
が
、
十
数
年
以
前
よ
り
之
に
加
工
し
て

綱
縄
、
靴
拭
タ
ワ
シ
、
マ
ッ
ト
等
を
製
造
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
副
業
よ
り
転
じ
て
専

業
と
す
る
も
の
年
々
増
加
す
。
将
来
有
望
な
る
事
業
の
一
と
す
。
最
近
の
産
額
約
八
万

円
、
そ
の
四
分
の
一
は
山
田
村
に
産
す
。
こ
れ
に
つ
ぎ
て
応
其
村
花
園
村
見
好
村
は
各
一

万
円
以
上
あ
り
。
其
他
笠
田
村
矢
野
村
高
野
村
岸
上
村
等
に
於
て
も
行
は
る
。
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昭
和
初
期
に
は
、
高
野
山
に
関
す
る
案
内
記
や
参
詣
者
に
よ
る
紀
行
文
な
ど
も
多
数
出
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
山
村
の
生
活
が
分
か
る
よ
う
な
記
述
は
多
く
は
な
い
。
四
章

で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
花
坂
付
近
は
棕
櫚
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
北
尾
の
文
章
か
ら

は
実
感
を
と
も
な
っ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
矢
立
は
、
高
野
山
へ
と
登
る
町
石
道
の
分
岐
点
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
町
石
道
を
た
ど
っ
て
高
野
山
ま
で
向
か
う
間
に
人
家
は
な
い
。
高
野
山
と

は
反
対
に
矢
立
か
ら
天
野
へ
向
か
う
場
合
、
町
石
道
を
紀
ノ
川
平
野
方
面
へ
と
北
西
方
向
に

た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
北
尾
の
場
合
は
花
坂
の
集
落
を
見
た
か
っ
た
と
い
い
、
遠

回
り
を
し
て
花
坂
を
経
由
し
て
不
動
野
を
通
り
、
天
野
へ
向
か
っ
て
い
る
。
花
坂
は
盆
地

で
、
高
野
山
周
辺
で
は
人
家
も
多
く
、
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
（
写
真
1
）。
不
動
野
は
花

坂
中
心
部
か
ら
天
野
の
神
田
へ
至
る
谷
筋
に
あ
た
る
。
花
坂
か
ら
不
動
野
に
か
け
て
の
里
に

近
い
山
に
棕
櫚
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
様
子
が
北
尾
の
文
章
か
ら
理
解
で
き
る
。

戦
後
、
岩
波
写
真
文
庫
に
も
矢
立
の
町
石
と
と
も
に
、
棕
櫚
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
掲
載

史
編
纂
委
員
会
　
二
〇
一
二
〕。

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の
『
和
歌
山
県
特
殊
産
業
展
望
』
に
は
、「
本
邦
唯
一
の
棕

梠
晒
葉
の
製
造
」
と
い
う
項
目
に
「
本
県
に
於
け
る
棕
梠
栽
培
は
古
く
か
ら
行
は
れ
伊
都
郡

の
高
野
山
を
中
心
と
す
る
高
野
、
花
園
付
近
、
有
田
郡
の
五
村
、
八
幡
村
、
那
賀
郡
の
長
谷

毛
原
、
神
野
方
面
に
集
団
的
に
植
栽
せ
ら
れ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
和
歌
山
県
統
計
協
会
　

一
九
三
八
〕。

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
棕
櫚
に
関
す
る
文
献
を
確
認
す
る
と
、
伊
都
郡

で
は
花
園
村
と
四
郷
村
が
棕
櫚
栽
培
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
高
野
町
域
に
お
い
て
も
棕
櫚

栽
培
は
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
郡
誌
や
産
業
の
統
計
に
関
す
る
文
献
の
ほ
か
、
高
野
山
へ
参
詣
し
た
者
が
記

し
た
紀
行
文
な
ど
に
棕
櫚
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
初
期
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
高

野
山
を
訪
れ
て
い
る
北
尾
鐐
之
助
は
、『
近
畿
景
観
』
と
い
う
紀
行
文
を
出
版
し
て
い
る
。

北
尾
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
写
真
部
長
で
あ
り
、
山
岳
家
で
も
あ
っ
た
。『
近
畿
景
観
』
の

四
巻
に
は
「
高
野
山
の
周
囲
」
と
題
す
る
文
章
が
あ
り
、
こ
の
中
に
棕
櫚
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
〔
北
尾
　
一
九
三
三
〕。
北
尾
は
、
五
月
に
矢
立
か
ら
花
坂
経
由
で
不
動
野
へ
出
て
、

神
田
を
通
り
、
上
天
野
の
丹
生
都
比
売
神
社
（
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
）
へ
向
か
っ
て
お
り
、

以
下
の
よ
う
な
棕
櫚
の
記
述
が
あ
る
。

矢
立
は
、（
中
略
）
な
つ
か
し
い
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
で
は
棕
梠
の
木
の
栽
培
が
盛

ん
な
の
で
、
山
腹
の
景
観
が
不
思
議
に
新
し
く
見
え
る
。（
中
略
）
花
坂
か
ら
不
動
野
付

近
は
、
可
な
り
道
の
曲
折
が
は
げ
し
く
、
そ
れ
に
到
る
と
こ
ろ
、
低
い
山
な
み
に
棕
梠
の

林
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
山
側
の
棕
梠
の
林
の
中
か
ら
、
皮
を
剥
ぐ
、
ぱ
り
ぱ
り
と
い
ふ

音
が
、
ど
こ
と
な
く
夕
暮
れ
の
静
寂
の
中
か
ら
響
い
て
来
た
。

写真 1　  花坂の集落（2011 年 9 月 12 日撮影）

写真 2　  矢立の五八町石と棕櫚（『岩波写真文庫』〔岩
波書店 1951〕より）
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昭
和
初
期
に
は
、
高
野
山
に
関
す
る
案
内
記
や
参
詣
者
に
よ
る
紀
行
文
な
ど
も
多
数
出
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
山
村
の
生
活
が
分
か
る
よ
う
な
記
述
は
多
く
は
な
い
。
四
章

で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
花
坂
付
近
は
棕
櫚
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
北
尾
の
文
章
か
ら

は
実
感
を
と
も
な
っ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
矢
立
は
、
高
野
山
へ
と
登
る
町
石
道
の
分
岐
点
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
町
石
道
を
た
ど
っ
て
高
野
山
ま
で
向
か
う
間
に
人
家
は
な
い
。
高
野
山
と

は
反
対
に
矢
立
か
ら
天
野
へ
向
か
う
場
合
、
町
石
道
を
紀
ノ
川
平
野
方
面
へ
と
北
西
方
向
に

た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
北
尾
の
場
合
は
花
坂
の
集
落
を
見
た
か
っ
た
と
い
い
、
遠

回
り
を
し
て
花
坂
を
経
由
し
て
不
動
野
を
通
り
、
天
野
へ
向
か
っ
て
い
る
。
花
坂
は
盆
地

で
、
高
野
山
周
辺
で
は
人
家
も
多
く
、
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
（
写
真
1
）。
不
動
野
は
花

坂
中
心
部
か
ら
天
野
の
神
田
へ
至
る
谷
筋
に
あ
た
る
。
花
坂
か
ら
不
動
野
に
か
け
て
の
里
に

近
い
山
に
棕
櫚
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
様
子
が
北
尾
の
文
章
か
ら
理
解
で
き
る
。

戦
後
、
岩
波
写
真
文
庫
に
も
矢
立
の
町
石
と
と
も
に
、
棕
櫚
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
掲
載

史
編
纂
委
員
会
　
二
〇
一
二
〕。

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の
『
和
歌
山
県
特
殊
産
業
展
望
』
に
は
、「
本
邦
唯
一
の
棕

梠
晒
葉
の
製
造
」
と
い
う
項
目
に
「
本
県
に
於
け
る
棕
梠
栽
培
は
古
く
か
ら
行
は
れ
伊
都
郡

の
高
野
山
を
中
心
と
す
る
高
野
、
花
園
付
近
、
有
田
郡
の
五
村
、
八
幡
村
、
那
賀
郡
の
長
谷

毛
原
、
神
野
方
面
に
集
団
的
に
植
栽
せ
ら
れ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
和
歌
山
県
統
計
協
会
　

一
九
三
八
〕。

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
棕
櫚
に
関
す
る
文
献
を
確
認
す
る
と
、
伊
都
郡

で
は
花
園
村
と
四
郷
村
が
棕
櫚
栽
培
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
高
野
町
域
に
お
い
て
も
棕
櫚

栽
培
は
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
郡
誌
や
産
業
の
統
計
に
関
す
る
文
献
の
ほ
か
、
高
野
山
へ
参
詣
し
た
者
が
記

し
た
紀
行
文
な
ど
に
棕
櫚
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
初
期
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
高

野
山
を
訪
れ
て
い
る
北
尾
鐐
之
助
は
、『
近
畿
景
観
』
と
い
う
紀
行
文
を
出
版
し
て
い
る
。

北
尾
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
写
真
部
長
で
あ
り
、
山
岳
家
で
も
あ
っ
た
。『
近
畿
景
観
』
の

四
巻
に
は
「
高
野
山
の
周
囲
」
と
題
す
る
文
章
が
あ
り
、
こ
の
中
に
棕
櫚
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
〔
北
尾
　
一
九
三
三
〕。
北
尾
は
、
五
月
に
矢
立
か
ら
花
坂
経
由
で
不
動
野
へ
出
て
、

神
田
を
通
り
、
上
天
野
の
丹
生
都
比
売
神
社
（
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
）
へ
向
か
っ
て
お
り
、

以
下
の
よ
う
な
棕
櫚
の
記
述
が
あ
る
。

矢
立
は
、（
中
略
）
な
つ
か
し
い
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
で
は
棕
梠
の
木
の
栽
培
が
盛

ん
な
の
で
、
山
腹
の
景
観
が
不
思
議
に
新
し
く
見
え
る
。（
中
略
）
花
坂
か
ら
不
動
野
付

近
は
、
可
な
り
道
の
曲
折
が
は
げ
し
く
、
そ
れ
に
到
る
と
こ
ろ
、
低
い
山
な
み
に
棕
梠
の

林
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
山
側
の
棕
梠
の
林
の
中
か
ら
、
皮
を
剥
ぐ
、
ぱ
り
ぱ
り
と
い
ふ

音
が
、
ど
こ
と
な
く
夕
暮
れ
の
静
寂
の
中
か
ら
響
い
て
来
た
。

写真 1　  花坂の集落（2011 年 9 月 12 日撮影）

写真 2　  矢立の五八町石と棕櫚（『岩波写真文庫』〔岩
波書店 1951〕より）
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五
　
高
野
町
に
お
け
る
棕
櫚
の
聞
き
取
り
内
容

本
章
で
は
、
高
野
町
内
で
聞
き
取
り
を
し
た
と
き
に
、
棕
櫚
に
関
す
る
内
容
が
語
ら
れ
た

部
分
を
提
示
す
る
。
同
一
地
区
の
場
合
に
は
、
聞
き
取
り
年
月
日
の
古
い
ほ
う
か
ら
順
に
並

べ
る
。

高
野
町
西
郷
（
尾
細
）

節
供
。
シ
ョ
ウ
ブ
と
ヨ
モ
ギ
を
シ
ュ
ウ
ロ
で
く
く
っ
て
屋
根
の
三
か
所
に
投
げ
た
。

◆
　
岩
坪
綾
子
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
一
月
三
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
郷
（
神
谷
）

シ
ュ
ロ
の
皮
は
岸
上
か
ら
買
い
に
き
た
。

さ
れ
て
い
る
〔
岩
波
書
店
　
一
九
五
一
〕。
写
真
の
解
説
文
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
（
写
真
2
）。

矢
立
の
近
く
に
58
町
の
町
石
が
立
っ
て
い
る
。
後
の
棕
梠
は
山
村
の
人
た
ち
が
、
副
業

の
棕
梠
縄
を
つ
く
る
た
め
に
植
え
た
も
の
で
、
こ
の
辺
り
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。

近
年
出
さ
れ
た
高
野
山
町
石
道
の
植
物
を
ま
と
め
た
書
籍
に
も
、
矢
立
付
近
に
棕
櫚
林
が

存
在
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
六
〇
町
石
か
ら
六
五
町
石
の

山
側
に
存
在
す
る
と
い
う
〔
山
元
　
二
〇
一
五
〕。
こ
れ
は
、
矢
立
か
ら
花
坂
を
経
由
せ
ず

に
天
野
へ
向
か
う
町
石
道
の
途
上
に
あ
た
る
（
写
真
3
）。

高
野
町
域
に
お
け
る
棕
櫚
に
つ
い
て
、
郡
誌
や
紀
行
文
な
ど
に
出
て
い
る
記
述
を
紹
介
し

た
。
山
村
の
副
業
的
な
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
高
野
山
参
詣
上
の
名
所
旧
跡
で
も
な
い
た

め
、
棕
櫚
に
関
す
る
記
述
は
多
く
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
紀
行
文
な
ど
で
棕

櫚
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
、
高
野
山
の
北
麓

や
西
麓
か
ら
高
野
山
を
目
指
す
参
詣
者
が

多
い
た
め
、
矢
立
付
近
の
棕
櫚
の
記
述
が

目
立
つ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
筆
者
が
高
野
町
全
域
を
踏
査
し
た

限
り
、
現
状
で
は
花
坂
、
と
く
に
不
動
野

あ
た
り
の
家
の
周
囲
や
道
沿
い
に
棕
櫚
が

目
立
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
（
写
真

4
・
5
）。

写真 5　  花坂（不動野）の棕櫚（家の左側に棕櫚が
みえる）（2011 年 9 月 12 日撮影）

写真 4　  花坂（不動野）の棕櫚 （2011 年 9 月 12 日
撮影）

写真 3　  花坂（矢立）（町石道から西方向を望む、道
沿いに棕櫚がみえる）（2011 年 9 月 13 日
撮影）
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い
た
。
シ
ン
バ
は
ナ
タ
み
た
い
な
の
で
切
っ
た
。
シ
ン
バ
は
紀
ノ
川
の
川
原
へ
並
べ
て
干
し

た
。
業
者
が
人
を
雇
っ
て
干
し
た
。
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
や
っ
た
。
川
原
の
石
は
熱
い
の

で
、
き
つ
い
仕
事
だ
っ
た
と
思
う
。

花
園
へ
行
く
と
、
シ
ュ
ウ
ロ
の
縄
な
い
を
し
て
ご
み
が
多
か
っ
た
。
同
じ
人
が
相
ノ
浦
へ

行
く
と
、
相
ノ
浦
は
箸
を
作
っ
た
の
で
き
れ
い
だ
と
い
っ
た
。
東
で
は
箸
を
作
っ
た
と
い
う

の
は
聞
か
な
い
。

◆
　
新
谷
敏と
し
か
つ捷
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
、
東
細
川
）、
井
戸
坂
昌
夫
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
、
西

細
川
）

二
〇
一
〇
年
五
月
二
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
細
川
（
西
細
川
）

家
の
前
の
山
に
は
、
シ
ュ
ウ
ロ
が
植
え
て
あ
っ
た
の
で
、
見
通
し
が
よ
か
っ
た
。
矢
立
へ

行
く
道
も
見
え
た
。
ス
ギ
を
植
え
た
の
で

見
え
な
く
な
っ
た
。

◆
　
井
戸
坂
昌
夫

二
〇
一
〇
年
八
月
一
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
細
川
（
西
細
川
）

茶
。
売
る
た
め
に
作
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
岸
上
か
野
か
ら
シ
ュ
ロ
の
皮
を
買
い

に
来
る
人
が
持
っ
て
帰
っ
た
こ
と
は
あ

る
。
ず
っ
と
同
じ
人
が
来
て
い
た
。
そ
の

家
で
は
人
夫
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
茶
を
分
け
て
く
れ
ん
か
と
い
っ
て

◆
　
崎
山
忠
二
・
岡
田
里
明

二
〇
一
一
年
一
月
二
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
郷
（
作
水
）

シ
ュ
ウ
ロ
。
畑
の
は
た
に
あ
っ
た
。

じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
切
っ
た
。
昔
は
皮
を
剥

い
た
。
岸
上
の
人
が
買
い
に
来
た
。
自
分

ら
で
剥
い
た
。
く
る
っ
と
巻
い
て
剥
い

た
。
束
ね
て
お
い
た
ら
売
れ
た
。

◆
　
紙
谷
良
子
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
聞
き
取
り

高
野
町
細
川

シ
ュ
ウ
ロ
の
皮
は
岸
上
の
業
者
が
買
い
に
来
た
。
自
分
た
ち
で
剥
い
た
。
業
者
が
電
車
で

来
て
、
営
林
署
の
ト
ロ
ッ
コ
で
九
度
山
ま
で
運
ん
だ
。
シ
ン
バ
も
岸
上
の
業
者
に
売
っ
た
。

笠
田
の
高
田
か
ら
も
買
い
に
来
た
（
新
谷
氏
は
、
大
和
高
田
と
勘
違
い
し
て
い
た
）。
顔
見

知
り
に
な
っ
た
ら
シ
ュ
ウ
ロ
も
買
っ
て
行
っ
た
。
シ
ン
バ
は
生
で
出
し
た
。
西
細
川
に
は
シ

ン
バ
の
組
合
が
あ
っ
た
。
秤
が
あ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
枚
数
で
売
っ
た
。
シ
ン
バ
は
目
方
で

売
っ
た
。
束
ね
て
く
く
っ
て
売
っ
た
。
組
合
の
者
が
立
ち
会
っ
て
、
ト
ロ
ッ
コ
へ
積
ん
で
出

し
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
個
人
で
売
っ
た
。
東
は
シ
ン
バ
も
個
人
で
売
っ
た
。
シ
ン
バ
は
七
〜
八

月
、
暑
い
じ
ゅ
う
だ
っ
た
。
一
年
に
一
二
枚
葉
が
出
る
。
開
い
た
ら
葉
に
な
る
。
二
番
ま
で

取
る
と
き
も
あ
っ
た
。
東
細
川
で
は
二
番
ま
で
取
ら
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
収
入
源
だ
っ

た
の
で
、
大
事
に
し
た
。
田
ん
ぼ
が
す
ん
だ
ら
シ
ン
バ
の
皮
を
剥
い
た
。
草
取
り
が
終
わ
っ

た
時
期
だ
っ
た
。
土
用
じ
ゅ
う
に
や
っ
た
。
皮
は
い
つ
で
も
取
れ
る
。
縦
に
切
っ
て
皮
を
剥

写真 6　  西郷（作水）の棕櫚（道の下に棕櫚がみえる）
（2011 年 2 月 23 日撮影）

写真 7　  東細川（家の右上に棕櫚がみえる）（2010
年 1 月 3 日撮影）



 ― 155 ― 

和歌山県高野町における棕櫚の民俗

い
た
。
シ
ン
バ
は
ナ
タ
み
た
い
な
の
で
切
っ
た
。
シ
ン
バ
は
紀
ノ
川
の
川
原
へ
並
べ
て
干
し

た
。
業
者
が
人
を
雇
っ
て
干
し
た
。
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
や
っ
た
。
川
原
の
石
は
熱
い
の

で
、
き
つ
い
仕
事
だ
っ
た
と
思
う
。

花
園
へ
行
く
と
、
シ
ュ
ウ
ロ
の
縄
な
い
を
し
て
ご
み
が
多
か
っ
た
。
同
じ
人
が
相
ノ
浦
へ

行
く
と
、
相
ノ
浦
は
箸
を
作
っ
た
の
で
き
れ
い
だ
と
い
っ
た
。
東
で
は
箸
を
作
っ
た
と
い
う

の
は
聞
か
な
い
。

◆
　
新
谷
敏と
し
か
つ捷
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
、
東
細
川
）、
井
戸
坂
昌
夫
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
、
西

細
川
）

二
〇
一
〇
年
五
月
二
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
細
川
（
西
細
川
）

家
の
前
の
山
に
は
、
シ
ュ
ウ
ロ
が
植
え
て
あ
っ
た
の
で
、
見
通
し
が
よ
か
っ
た
。
矢
立
へ

行
く
道
も
見
え
た
。
ス
ギ
を
植
え
た
の
で

見
え
な
く
な
っ
た
。

◆
　
井
戸
坂
昌
夫

二
〇
一
〇
年
八
月
一
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
細
川
（
西
細
川
）

茶
。
売
る
た
め
に
作
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
岸
上
か
野
か
ら
シ
ュ
ロ
の
皮
を
買
い

に
来
る
人
が
持
っ
て
帰
っ
た
こ
と
は
あ

る
。
ず
っ
と
同
じ
人
が
来
て
い
た
。
そ
の

家
で
は
人
夫
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
茶
を
分
け
て
く
れ
ん
か
と
い
っ
て

◆
　
崎
山
忠
二
・
岡
田
里
明

二
〇
一
一
年
一
月
二
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
郷
（
作
水
）

シ
ュ
ウ
ロ
。
畑
の
は
た
に
あ
っ
た
。

じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
切
っ
た
。
昔
は
皮
を
剥

い
た
。
岸
上
の
人
が
買
い
に
来
た
。
自
分

ら
で
剥
い
た
。
く
る
っ
と
巻
い
て
剥
い

た
。
束
ね
て
お
い
た
ら
売
れ
た
。

◆
　
紙
谷
良
子
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
聞
き
取
り

高
野
町
細
川

シ
ュ
ウ
ロ
の
皮
は
岸
上
の
業
者
が
買
い
に
来
た
。
自
分
た
ち
で
剥
い
た
。
業
者
が
電
車
で

来
て
、
営
林
署
の
ト
ロ
ッ
コ
で
九
度
山
ま
で
運
ん
だ
。
シ
ン
バ
も
岸
上
の
業
者
に
売
っ
た
。

笠
田
の
高
田
か
ら
も
買
い
に
来
た
（
新
谷
氏
は
、
大
和
高
田
と
勘
違
い
し
て
い
た
）。
顔
見

知
り
に
な
っ
た
ら
シ
ュ
ウ
ロ
も
買
っ
て
行
っ
た
。
シ
ン
バ
は
生
で
出
し
た
。
西
細
川
に
は
シ

ン
バ
の
組
合
が
あ
っ
た
。
秤
が
あ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
枚
数
で
売
っ
た
。
シ
ン
バ
は
目
方
で

売
っ
た
。
束
ね
て
く
く
っ
て
売
っ
た
。
組
合
の
者
が
立
ち
会
っ
て
、
ト
ロ
ッ
コ
へ
積
ん
で
出

し
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
個
人
で
売
っ
た
。
東
は
シ
ン
バ
も
個
人
で
売
っ
た
。
シ
ン
バ
は
七
〜
八

月
、
暑
い
じ
ゅ
う
だ
っ
た
。
一
年
に
一
二
枚
葉
が
出
る
。
開
い
た
ら
葉
に
な
る
。
二
番
ま
で

取
る
と
き
も
あ
っ
た
。
東
細
川
で
は
二
番
ま
で
取
ら
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
収
入
源
だ
っ

た
の
で
、
大
事
に
し
た
。
田
ん
ぼ
が
す
ん
だ
ら
シ
ン
バ
の
皮
を
剥
い
た
。
草
取
り
が
終
わ
っ

た
時
期
だ
っ
た
。
土
用
じ
ゅ
う
に
や
っ
た
。
皮
は
い
つ
で
も
取
れ
る
。
縦
に
切
っ
て
皮
を
剥

写真 6　  西郷（作水）の棕櫚（道の下に棕櫚がみえる）
（2011 年 2 月 23 日撮影）

写真 7　  東細川（家の右上に棕櫚がみえる）（2010
年 1 月 3 日撮影）
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い
と
縄
は
で
き
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
縄
は
湿
り
気
が
あ
っ
た
ほ
う
が
強
い
。

イ
タ
ヤ
は
シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ
を
寄
せ
て
い
た
。
林
さ
ん
と
い
う
家
。
橋
本
屋
と
い
う
旅

館
を
や
っ
て
い
た
。
旅
館
を
始
め
た
の
は
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
。
知
っ
て
い
る
。

◆
　
上
田
央
夫

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
花
坂

門
谷
の
家
で
は
、
シ
ン
バ
を
扱
っ
て
い
た
。
自
分
は
全
然
知
ら
な
い
。
皮
も
扱
っ
て
い
た

と
思
う
。
シ
ン
バ
は
帽
子
、
扇
子
、
草
履
に
使
っ
た
。

◆
　
門
谷
威
侍
（
昭
和
一
五
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
一
年
六
月
三
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
花
坂

シ
ュ
ウ
ロ
。
一
年
に
一
二
本
シ
ン
バ
が
出
る
。
小
さ
い
木
で
も
、
五
・
六
年
た
っ
た
ら
で

き
る
。
四
〇
cm
以
上
な
い
と
商
品
価
値
が
な
い
。
開
い
た
も
の
は
ハ
エ
叩
き
に
す
る
。
七
月

の
暑
い
と
き
に
、
蒸
し
て
川
原
で
干
し
た
。
花
坂
で
干
し
た
。
笠
田
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
新

城
で
は
干
す
場
所
が
な
い
の
で
、
紀
ノ
川
の
川
原
で
干
し
た
。
二
時
間
ほ
ど
干
し
た
。
パ
ナ

マ
帽
、
カ
ン
カ
ン
帽
、
は
き
も
ん
の
表
に
し
た
。

◆
　
上
田
央
夫

二
〇
一
一
年
九
月
一
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
上
湯
川
）

湯
川
の
収
入
源
と
し
て
は
、
炭
の
次
に
シ
ュ
ウ
ロ
だ
っ
た
。
多
い
少
な
い
は
あ
る
が
、
各

家
に
あ
っ
た
。
野
上
に
シ
ュ
ウ
ロ
の
業
者
が
い
る
。
そ
こ
か
ら
買
い
に
来
た
。
か
つ
ら
ぎ
の

持
っ
て
帰
っ
た
。
茶
を
高
野
へ
売
っ
た
こ
と
は
な
い
。
細
川
で
も
寺
へ
納
め
た
人
は
い
る
。

聞
い
て
い
る
。
自
分
の
家
で
は
納
め
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

◆
　
井
戸
坂
昌
夫

二
〇
一
一
年
一
月
二
日
聞
き
取
り

高
野
町
花
坂

シ
ュ
ウ
ロ
ば
っ
か
り
育
て
て
い
る
山
が
あ
っ
た
。
花
坂
に
は
大
き
な
シ
ュ
ウ
ロ
山
は
な

か
っ
た
。
花
坂
に
は
、
あ
っ
ち
に
一
〇
本
、
こ
っ
ち
に
五
本
と
植
え
て
あ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ

は
海
南
か
ら
買
い
に
来
た
。
一
〇
〇
〇
枚
単
位
で
売
っ
て
い
た
。
皮
は
自
分
で
剥
い
た
。
百

姓
の
合
間
の
え
え
小
遣
い
儲
け
に
な
っ
た
。
春
は
シ
ン
バ
を
切
っ
た
。
シ
ン
バ
を
切
っ
て
新

城
、
湯
川
へ
寄
せ
た
。
生
の
シ
ン
バ
を
蒸
し
て
、
干
し
て
乾
か
し
て
、
笠
田
へ
出
し
た
。
雪

駄
の
表
に
し
た
り
、
パ
ナ
マ
帽
に
使
っ
た
。
天
気
の
え
え
と
き
に
干
す
と
真
っ
白
に
あ
が

る
。
夕
立
に
会
う
と
、
寄
せ
て
回
る
の
が

忙
し
か
っ
た
。
五
月
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
皮

を
剥
く
の
は
年
中
。
手
の
す
い
た
と
き
に

剥
い
た
。
剥
い
て
置
い
て
お
い
た
。

◆
　
上
田
央
夫
（
大
正
一
一
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
五
月
二
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
花
坂

ブ
リ
縄
は
シ
ュ
ウ
ロ
の
縄
。
自
分
ら
で

作
っ
た
。
今
は
残
っ
て
い
な
い
。
ブ
リ
縄

で
木
へ
登
っ
た
。
ブ
リ
縄
は
強
い
。
ナ
イ

ロ
ン
は
な
い
の
で
、
シ
ュ
ウ
ロ
か
藁
で
な

写真 8　  花坂の棕櫚（水田の左に棕櫚がみえる）
（2011 年 6 月 30 日撮影）
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円
で
売
れ
た
。

◆
　
西
浦
孝
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
二
月
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
下
湯
川
）

シ
ュ
ウ
ロ
山
が
あ
っ
た
。
包
丁
で
剥
い
た
。
新
城
へ
せ
っ
た
ろ
う
て
（
背
負
っ
て
）
下
り

た
。
観
音
さ
ん
ま
で
運
ん
だ
。
野
上
か
ら
買
い
に
来
た
。
現
金
収
入
に
な
っ
た
。
一
〇
〇
〇

枚
を
一
荷
。

◆
　
田
中
幸
一
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）・
喜
久
子
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
九
月
一
〇
日
聞
き
取
り

新
城
や
長
谷
宮
ま
で
肩
で
負
う
て
行
っ
た
。
新
城
の
下
に
湯
川
の
集
積
地
が
あ
っ
た
。
業
者

が
現
金
を
持
っ
て
買
い
に
来
た
。
農
閑
期
の
仕
事
。
冬
か
ら
春
暑
く
な
る
ま
で
。
シ
ュ
ウ
ロ

の
皮
は
漁
師
な
ん
か
潮
水
に
一
番
強
い
と
い
う
。
皮
は
自
分
と
こ
で
剥
い
だ
。
一
日
一
〇
〇

〇
枚
む
く
と
一
人
前
。
自
分
は
一
日
で
一
〇
〇
〇
枚
下
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
植
え
て
か
ら

一
五
・
六
年
か
二
〇
年
は
か
か
る
。
二
〇
枚
か
ら
三
〇
枚
は
む
け
た
。
毎
年
む
け
ば
一
〇
枚

ち
ょ
っ
と
。
実
を
蒔
い
て
、
三
・
四
年
か
け
て
苗
を
こ
し
ら
え
る
。
五
月
に
な
る
と
、
ウ
シ

ノ
ウ
マ
と
い
う
白
く
て
堅
い
の
が
出
て
く
る
。
シ
ュ
ウ
ロ
ノ
ウ
マ
と
も
い
う
。
花
が
咲
い

て
、
実
が
何
百
と
な
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
ウ
シ
ノ
ウ
マ
を
ひ
こ
ず
っ
て
遊
ん
だ
。
実
を
取

る
以
外
に
用
途
は
な
い
。
一
本
か
ら
三
・
四
本
出
て
く
る
。
シ
ン
バ
と
い
っ
て
、
葉
の
立
っ

て
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
雪
駄
の
表
に
し
た
。
高
級
品
の
雪
駄
。
シ
ュ
ウ
ロ

は
昭
和
初
期
。
戦
後
は
あ
か
ん
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
山
の
す
そ
、
畑
の
周
辺
に
植
え
て
い

た
。
肥
沃
な
と
こ
ろ
で
な
い
と
あ
か
ん
。
や

せ
た
と
こ
ろ
だ
と
、
成
長
も
遅
い
し
皮
も
薄

い
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
植
え
て
い
る
肥
沃
な

と
こ
ろ
で
な
い
と
育
た
ん
。
湯
川
の
シ
ュ
ウ

ロ
は
よ
か
っ
た
。
湯
川
は
寒
い
の
で
、
網
目

が
厚
い
。
貴
志
川
周
辺
は
網
目
が
薄
い
。

湯
川
に
電
気
が
つ
い
た
の
は
シ
ュ
ウ
ロ
が

あ
っ
た
か
ら
。
昭
和
二
三
・
四
年
ま
で
値
が

よ
か
っ
た
。
三
〇
年
ご
ろ
、
あ
か
ん
よ
う
に

な
っ
た
。
電
気
を
つ
け
る
と
き
に
は
、
シ
ュ

ウ
ロ
の
よ
け
あ
る
と
こ
ろ
は
よ
け
負
担
し
た
。

用
地
や
電
柱
も
近
く
に
あ
る
も
の
が
提
供
し

た
。
一
〇
〇
〇
枚
で
五
〇
〇
〇
円
か
ら
一
万

写真 11　  西浦氏宅（右側の家、家の右に棕櫚がみえ
る、家の手前にはコウヤマキが栽培されて
いる）（2009 年 8 月 14 日撮影）

写真 10　  上湯川の棕櫚（2011 年 3 月 7 日撮影）

写真 9　  下湯川の棕櫚（2010 年 9 月 10 日撮影）
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円
で
売
れ
た
。

◆
　
西
浦
孝
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
二
月
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
下
湯
川
）

シ
ュ
ウ
ロ
山
が
あ
っ
た
。
包
丁
で
剥
い
た
。
新
城
へ
せ
っ
た
ろ
う
て
（
背
負
っ
て
）
下
り

た
。
観
音
さ
ん
ま
で
運
ん
だ
。
野
上
か
ら
買
い
に
来
た
。
現
金
収
入
に
な
っ
た
。
一
〇
〇
〇

枚
を
一
荷
。

◆
　
田
中
幸
一
（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）・
喜
久
子
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
九
月
一
〇
日
聞
き
取
り

新
城
や
長
谷
宮
ま
で
肩
で
負
う
て
行
っ
た
。
新
城
の
下
に
湯
川
の
集
積
地
が
あ
っ
た
。
業
者

が
現
金
を
持
っ
て
買
い
に
来
た
。
農
閑
期
の
仕
事
。
冬
か
ら
春
暑
く
な
る
ま
で
。
シ
ュ
ウ
ロ

の
皮
は
漁
師
な
ん
か
潮
水
に
一
番
強
い
と
い
う
。
皮
は
自
分
と
こ
で
剥
い
だ
。
一
日
一
〇
〇

〇
枚
む
く
と
一
人
前
。
自
分
は
一
日
で
一
〇
〇
〇
枚
下
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
植
え
て
か
ら

一
五
・
六
年
か
二
〇
年
は
か
か
る
。
二
〇
枚
か
ら
三
〇
枚
は
む
け
た
。
毎
年
む
け
ば
一
〇
枚

ち
ょ
っ
と
。
実
を
蒔
い
て
、
三
・
四
年
か
け
て
苗
を
こ
し
ら
え
る
。
五
月
に
な
る
と
、
ウ
シ

ノ
ウ
マ
と
い
う
白
く
て
堅
い
の
が
出
て
く
る
。
シ
ュ
ウ
ロ
ノ
ウ
マ
と
も
い
う
。
花
が
咲
い

て
、
実
が
何
百
と
な
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
ウ
シ
ノ
ウ
マ
を
ひ
こ
ず
っ
て
遊
ん
だ
。
実
を
取

る
以
外
に
用
途
は
な
い
。
一
本
か
ら
三
・
四
本
出
て
く
る
。
シ
ン
バ
と
い
っ
て
、
葉
の
立
っ

て
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
雪
駄
の
表
に
し
た
。
高
級
品
の
雪
駄
。
シ
ュ
ウ
ロ

は
昭
和
初
期
。
戦
後
は
あ
か
ん
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
山
の
す
そ
、
畑
の
周
辺
に
植
え
て
い

た
。
肥
沃
な
と
こ
ろ
で
な
い
と
あ
か
ん
。
や

せ
た
と
こ
ろ
だ
と
、
成
長
も
遅
い
し
皮
も
薄

い
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
植
え
て
い
る
肥
沃
な

と
こ
ろ
で
な
い
と
育
た
ん
。
湯
川
の
シ
ュ
ウ

ロ
は
よ
か
っ
た
。
湯
川
は
寒
い
の
で
、
網
目

が
厚
い
。
貴
志
川
周
辺
は
網
目
が
薄
い
。

湯
川
に
電
気
が
つ
い
た
の
は
シ
ュ
ウ
ロ
が

あ
っ
た
か
ら
。
昭
和
二
三
・
四
年
ま
で
値
が

よ
か
っ
た
。
三
〇
年
ご
ろ
、
あ
か
ん
よ
う
に

な
っ
た
。
電
気
を
つ
け
る
と
き
に
は
、
シ
ュ

ウ
ロ
の
よ
け
あ
る
と
こ
ろ
は
よ
け
負
担
し
た
。

用
地
や
電
柱
も
近
く
に
あ
る
も
の
が
提
供
し

た
。
一
〇
〇
〇
枚
で
五
〇
〇
〇
円
か
ら
一
万

写真 11　  西浦氏宅（右側の家、家の右に棕櫚がみえ
る、家の手前にはコウヤマキが栽培されて
いる）（2009 年 8 月 14 日撮影）

写真 10　  上湯川の棕櫚（2011 年 3 月 7 日撮影）

写真 9　  下湯川の棕櫚（2010 年 9 月 10 日撮影）
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◆
　
安
井
精
一
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
一
二
月
九
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
上
湯
川
）

ジ
ネ
ン
ジ
ョ
も
ヤ
マ
イ
モ
の
種
類
。
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
は
五
・
六
年
前
ま
で
あ
っ
た
。
イ
ノ
シ

シ
が
全
部
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
掘
る
の
は
大
変
。
シ
ュ
ウ
ロ
山
に
育
っ
た
。

湯
川
で
は
箸
、
杓
子
、
椀
を
作
る
人
は
な
か
っ
た
。【
相
ノ
浦
、
大
滝
で
は
な
ぜ
箸
を

作
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
】
相
ノ
浦
、
大
滝
で
は
ス
ギ
を
植
え
た
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
材
木
で
出
す
の
は
大
変
。
道
路
が
な
い
の
で
。
間
伐
で
間
引
い
て
、
も
と
の
ほ
う

の
枝
の
な
い
ほ
う
を
割
っ
て
、
両
口
箸
を
作
っ
て
い
た
。
現
金
収
入
に
し
て
い
た
。

湯
川
で
は
シ
ュ
ウ
ロ
が
現
金
収
入
に
な
っ
て
い
た
。
箸
ま
で
労
力
的
に
間
に
合
わ
ん
（
箸

を
作
る
ま
で
労
働
力
が
回
ら
な
い
）。
農
閑
期
に
シ
ュ
ウ
ロ
と
炭
を
や
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は

大
正
ぐ
ら
い
か
ら
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
大
人
に
な
る
こ
ろ
ま
で
シ
ュ
ウ
ロ
は
盛
り
だ
っ

た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
植
え
て
か
ら
一
〇
年
か
か
る
。
苗
を
立
て
る
の
に
五
・
六
年
か
か
る
。
田

畑
の
ケ
イ
ハ
ン
に
近
い
と
こ
ろ
に
植
え
た
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
み
た
い
に
、
山
の
中
腹
、
山
の

て
っ
ぺ
ん
ま
で
植
え
て
育
つ
も
ん
と
違
う
。
肥
沃
な
、
土
の
深
い
と
こ
で
な
い
と
、
皮
の
厚

い
の
が
取
れ
な
い
。
野
上
で
作
っ
て
い
た
の
で
、
野
上
谷
は
シ
ュ
ウ
ロ
の
産
地
だ
っ
た
。
野

上
の
シ
ュ
ウ
ロ
は
皮
が
薄
い
。
湯
川
は
寒
い
の
で
皮
が
厚
い
。
シ
ン
バ
は
、
六
・
七
月
の
成

長
時
期
に
切
っ
て
、
持
っ
て
帰
っ
て
、
ハ
ッ
ト
釜
で
半
日
ぐ
ら
い
焚
い
て
干
し
た
。
畑
を

作
っ
て
い
る
か
ら
、
空
き
地
は
あ
ま
り
な
い
。
道
な
ど
の
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
へ
持
っ
て

行
っ
て
干
し
た
。
高
級
草
履
の
表
に
使
っ
た
。

炭
を
背
負
う
道
具
は
、
オ
イ
コ
、
オ
イ
ス
ケ
と
い
っ
た
。
オ
イ
コ
が
本
当
だ
ろ
う
が
、
オ

イ
ス
ケ
と
い
う
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
湯
川
辻
ま
で
背
負
っ
て
運
ん
だ
。
自
分
も
か
な
り
運
ん

だ
。
立
つ
と
き
に
大
変
な
の
で
、
息
子
に
オ
イ
ス
ケ
を
背
負
わ
せ
て
お
い
て
、
炭
を
載
せ
て

高
野
町
湯
川
（
下
湯
川
）

シ
ュ
ウ
ロ
。
夜
に
ど
ろ
ぼ
う
に
盗
ま
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

◆
　
前
誠
一
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
九
月
一
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
下
湯
川
）

シ
ュ
ウ
ロ
。
家
で
縄
に
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
皮
を
剥
い
て
売
っ
た
。
野
上
ま
で

持
っ
て
行
く
と
、
縄
な
ん
か
に
加
工
し
た
。

剥
い
て
売
る
だ
け
。
ほ
と
ん
ど
の
家
に
シ
ュ

ウ
ロ
は
あ
っ
た
。
自
分
の
山
の
シ
ュ
ウ
ロ
は

自
分
で
剥
く
。
自
分
の
家
の
山
に
も
シ
ュ
ウ
ロ
が
あ
っ
た
。
五
〇
〇
枚
ぐ
ら
い
を
負
う
て
、

墓
の
と
こ
ろ
か
ら
細
い
道
を
下
っ
て
、
新
城
の
イ
ワ
カ
ミ
と
い
う
家
ま
で
下
し
た
。
シ
ュ
ウ

ロ
は
あ
る
家
と
な
い
家
が
あ
る
。
剥
い
て
も
ら
う
の
は
、
人
を
雇
っ
て
剥
い
て
も
ら
っ
た
。

だ
い
た
い
秋
や
っ
た
。
野
上
か
ら
よ
う
買
い
に
き
た
。
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
な
い
。
売
っ
た

人
が
新
城
ま
で
持
っ
て
い
か
な
あ
か
ん
（
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
）。
一
人
で
五
〇

〇
枚
ぐ
ら
い
負
う
た
ら
精
一
杯
や
っ
た
。
シ
ン
バ
を
切
っ
て
、
花
坂
の
林
さ
ん
（
イ
タ
ヤ
）

へ
持
っ
て
行
っ
て
売
っ
た
。
草
履
に
す
る
と
い
っ
た
が
、
見
た
こ
と
は
な
い
。
皮
の
ほ
う
が

お
金
に
な
る
。
シ
ン
バ
は
量
が
少
な
い
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
収
入
源
だ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
を
主
体

に
し
て
い
る
家
は
少
な
か
っ
た
。
自
分
の
家
が
一
番
多
か
っ
た
。
苗
を
畑
で
作
っ
て
植
え
て

い
た
。
自
生
は
し
な
い
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
も
植
え
て
い
た
。
ス
ギ
の
木
を
伐
っ
て
植
え

た
。
ス
ギ
は
何
十
年
た
た
ん
と
伐
れ
な
い
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
毎
年
金
が
上
が
る
。
子
ど
も
の
こ

ろ
に
は
シ
ュ
ウ
ロ
山
ば
っ
か
り
だ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
山
が
増
え
て
い
た
。

写真 12　  西浦氏宅の棕櫚（2012 年 1 月 7 日撮影）
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と
き
も
ハ
ッ
ト
ガ
マ
を
使
っ
た
。
子
ど
も
の
じ
ゅ
う
に
は
、
五
斗
も
六
斗
も
つ
い
た
。
ヨ
モ

ギ
、
白
、
粟
、
キ
ビ
な
ど
、
い
く
通
り
も
つ
い
た
。

牛
の
鞍
。
何
十
年
も
使
っ
て
い
な
い
。
牛
の
背
中
へ
置
く
部
分
と
前
後
ろ
に
木
を
つ
け
て

い
る
。
後
は
カ
ラ
ス
キ
の
先
へ
シ
ュ
ウ
ロ
の
縄
で
ひ
っ
か
け
る
。
前
は
牛
の
首
へ
載
せ
る
。

割
り
箸
の
よ
う
に
な
っ
た
細
い
棒
で
首
を
は
さ
む
。

電
気
は
昭
和
二
二
年
に
下
湯
川
に
つ
い
た
。
上
湯
川
に
は
二
三
年
に
つ
い
た
。
大
阪
の
裸

線
を
買
っ
て
き
て
つ
け
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
値
が
よ
か
っ
た
の
で
、
一
軒
あ
た
り
何
万
円
か
出

し
て
自
己
負
担
で
つ
け
た
。
修
理
は
永
代
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
た
。

◆
　
西
浦
孝

二
〇
一
一
年
三
月
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
上
湯
川
）

戦
後
、
シ
ュ
ウ
ロ
は
も
の
す
ご
い
値
が
よ
か
っ
た
。
寒
い
と
こ
ろ
で
育
っ
た
シ
ュ
ウ
ロ
は

生
育
が
遅
い
の
で
網
が
厚
い
。
毛
原
の
人
が
買
い
集
め
た
。
湯
川
に
は
買
い
集
め
る
人
は
い

な
か
っ
た
。
湯
川
で
は
育
て
る
だ
け
。
自
分
た
ち
で
皮
を
剥
い
た
。
一
日
で
一
〇
〇
〇
枚
剥

い
て
一
人
前
だ
っ
た
。
皮
剥
き
用
の
包
丁
が
あ
っ
た
。
越
前
か
ら
来
た
人
か
ら
包
丁
は
も

ら
っ
た
。
新
城
、
長
谷
宮
ま
で
人
の
肩
で
運
ん
だ
。（
孝
氏
は
）
子
ど
も
の
こ
ろ
、
動
員
さ

れ
て
運
ん
だ
。
一
〇
〇
〇
枚
が
一
荷
。
二
五
〇
枚
ず
つ
く
く
っ
て
四
つ
に
す
る
。

今
で
も
シ
ュ
ウ
ロ
は
何
本
か
あ
る
。
こ
の
前
、
マ
キ
（
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）
に
日
が
当
た
ら
ん

か
ら
葉
を
切
っ
た
。

収
入
源
は
炭
と
シ
ュ
ウ
ロ
。

シ
カ
が
来
た
。
カ
モ
シ
カ
も
同
じ
も
の
を
食
べ
る
。
こ
の
前
、
シ
ュ
ウ
ロ
の
葉
を
切
っ
て

お
い
と
い
た
ら
、
食
べ
る
も
ん
が
な
い
の
で
、
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
ナ
ン
テ
ン
の
実
も
葉
も

食
べ
る
。

い
っ
た
。
オ
イ
ス
ケ

の
木
は
ヒ
ノ
キ
。
ス

ギ
は
や
わ
ら
か
い
。

枝
が
出
て
い
る
と
こ

ろ
の
木
を
切
っ
て
き

て
、
枝
が
又
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

切
っ
て
、
又
の
部
分

を
オ
イ
ス
ケ
に
当
て
て
す
か
し
て
休
ん
だ
。
株
が
下
に
な
っ
て
い
る
木
。
立
っ
た
ま
ま
休
め

る
。
こ
れ
は
杖
に
す
る
。
肩
に
か
け
る
部
分
は
藁
。
藁
や
と
体
全
体
で
重
さ
が
か
か
る
。
藁

と
オ
イ
ス
ケ
の
木
に
つ
な
ぐ
部
分
は
シ
ュ
ウ
ロ
で
し
た
。
先
へ
巻
き
つ
け
て
取
り
付
け
た
。

五
〇
年
前
、
別
棟
を
建
て
た
と
き
、
基
礎
に
す
る
の
に
川
か
ら
砂
を
運
び
上
げ
た
。
ソ
ー
メ

ン
箱
に
砂
を
入
れ
て
オ
イ
ス
ケ
で
上
げ
た
。

◆
　
西
浦
孝

二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
上
湯
川
）

ハ
ッ
ト
ガ
マ
は
八
斗
炊
け
る
釜
と
い
う
意
味
。
土
間
を
せ
ば
め
た
の
で
釜
を
取
っ
た
。
置

い
と
く
と
こ
な
い
の
で
、
外
に
置
い
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
ハ
ッ
ト
ガ
マ
を
畑
の
と
こ
ろ

に
置
い
て
い
る
。
ハ
ッ
ト
ガ
マ
は
た
い
が
い
一
軒
に
一
つ
。
ヘ
ッ
ツ
イ
サ
ン
に
は
た
い
が
い

四
つ
釜
が
あ
っ
た
。
ハ
ッ
ト
ガ
マ
が
最
初
の
釜
。
家
の
表
で
使
っ
て
い
る
の
は
二
番
目
の

釜
。
一
斗
程
度
。
ご
飯
を
炊
く
と
き
の
釜
は
も
っ
と
小
さ
い
。
裏
に
ほ
っ
て
あ
る
。
ハ
ッ
ト

ガ
マ
は
、
七
・
八
月
に
シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ
を
炊
く
と
き
、
正
月
前
に
楮
を
蒸
す
と
き
に

使
っ
た
。
味
噌
、
し
ょ
う
ゆ
の
豆
、
高
野
豆
腐
の
豆
を
炊
く
の
も
ハ
ッ
ト
ガ
マ
。
餅
を
つ
く

写真 13　  オイスケ（2011 年 2 月
23 日撮影）
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と
き
も
ハ
ッ
ト
ガ
マ
を
使
っ
た
。
子
ど
も
の
じ
ゅ
う
に
は
、
五
斗
も
六
斗
も
つ
い
た
。
ヨ
モ

ギ
、
白
、
粟
、
キ
ビ
な
ど
、
い
く
通
り
も
つ
い
た
。

牛
の
鞍
。
何
十
年
も
使
っ
て
い
な
い
。
牛
の
背
中
へ
置
く
部
分
と
前
後
ろ
に
木
を
つ
け
て

い
る
。
後
は
カ
ラ
ス
キ
の
先
へ
シ
ュ
ウ
ロ
の
縄
で
ひ
っ
か
け
る
。
前
は
牛
の
首
へ
載
せ
る
。

割
り
箸
の
よ
う
に
な
っ
た
細
い
棒
で
首
を
は
さ
む
。

電
気
は
昭
和
二
二
年
に
下
湯
川
に
つ
い
た
。
上
湯
川
に
は
二
三
年
に
つ
い
た
。
大
阪
の
裸

線
を
買
っ
て
き
て
つ
け
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
値
が
よ
か
っ
た
の
で
、
一
軒
あ
た
り
何
万
円
か
出

し
て
自
己
負
担
で
つ
け
た
。
修
理
は
永
代
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
た
。

◆
　
西
浦
孝

二
〇
一
一
年
三
月
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
上
湯
川
）

戦
後
、
シ
ュ
ウ
ロ
は
も
の
す
ご
い
値
が
よ
か
っ
た
。
寒
い
と
こ
ろ
で
育
っ
た
シ
ュ
ウ
ロ
は

生
育
が
遅
い
の
で
網
が
厚
い
。
毛
原
の
人
が
買
い
集
め
た
。
湯
川
に
は
買
い
集
め
る
人
は
い

な
か
っ
た
。
湯
川
で
は
育
て
る
だ
け
。
自
分
た
ち
で
皮
を
剥
い
た
。
一
日
で
一
〇
〇
〇
枚
剥

い
て
一
人
前
だ
っ
た
。
皮
剥
き
用
の
包
丁
が
あ
っ
た
。
越
前
か
ら
来
た
人
か
ら
包
丁
は
も

ら
っ
た
。
新
城
、
長
谷
宮
ま
で
人
の
肩
で
運
ん
だ
。（
孝
氏
は
）
子
ど
も
の
こ
ろ
、
動
員
さ

れ
て
運
ん
だ
。
一
〇
〇
〇
枚
が
一
荷
。
二
五
〇
枚
ず
つ
く
く
っ
て
四
つ
に
す
る
。

今
で
も
シ
ュ
ウ
ロ
は
何
本
か
あ
る
。
こ
の
前
、
マ
キ
（
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）
に
日
が
当
た
ら
ん

か
ら
葉
を
切
っ
た
。

収
入
源
は
炭
と
シ
ュ
ウ
ロ
。

シ
カ
が
来
た
。
カ
モ
シ
カ
も
同
じ
も
の
を
食
べ
る
。
こ
の
前
、
シ
ュ
ウ
ロ
の
葉
を
切
っ
て

お
い
と
い
た
ら
、
食
べ
る
も
ん
が
な
い
の
で
、
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
ナ
ン
テ
ン
の
実
も
葉
も

食
べ
る
。

い
っ
た
。
オ
イ
ス
ケ

の
木
は
ヒ
ノ
キ
。
ス

ギ
は
や
わ
ら
か
い
。

枝
が
出
て
い
る
と
こ

ろ
の
木
を
切
っ
て
き

て
、
枝
が
又
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

切
っ
て
、
又
の
部
分

を
オ
イ
ス
ケ
に
当
て
て
す
か
し
て
休
ん
だ
。
株
が
下
に
な
っ
て
い
る
木
。
立
っ
た
ま
ま
休
め

る
。
こ
れ
は
杖
に
す
る
。
肩
に
か
け
る
部
分
は
藁
。
藁
や
と
体
全
体
で
重
さ
が
か
か
る
。
藁

と
オ
イ
ス
ケ
の
木
に
つ
な
ぐ
部
分
は
シ
ュ
ウ
ロ
で
し
た
。
先
へ
巻
き
つ
け
て
取
り
付
け
た
。

五
〇
年
前
、
別
棟
を
建
て
た
と
き
、
基
礎
に
す
る
の
に
川
か
ら
砂
を
運
び
上
げ
た
。
ソ
ー
メ

ン
箱
に
砂
を
入
れ
て
オ
イ
ス
ケ
で
上
げ
た
。

◆
　
西
浦
孝

二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
聞
き
取
り

高
野
町
湯
川
（
上
湯
川
）

ハ
ッ
ト
ガ
マ
は
八
斗
炊
け
る
釜
と
い
う
意
味
。
土
間
を
せ
ば
め
た
の
で
釜
を
取
っ
た
。
置

い
と
く
と
こ
な
い
の
で
、
外
に
置
い
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
ハ
ッ
ト
ガ
マ
を
畑
の
と
こ
ろ

に
置
い
て
い
る
。
ハ
ッ
ト
ガ
マ
は
た
い
が
い
一
軒
に
一
つ
。
ヘ
ッ
ツ
イ
サ
ン
に
は
た
い
が
い

四
つ
釜
が
あ
っ
た
。
ハ
ッ
ト
ガ
マ
が
最
初
の
釜
。
家
の
表
で
使
っ
て
い
る
の
は
二
番
目
の

釜
。
一
斗
程
度
。
ご
飯
を
炊
く
と
き
の
釜
は
も
っ
と
小
さ
い
。
裏
に
ほ
っ
て
あ
る
。
ハ
ッ
ト

ガ
マ
は
、
七
・
八
月
に
シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ
を
炊
く
と
き
、
正
月
前
に
楮
を
蒸
す
と
き
に

使
っ
た
。
味
噌
、
し
ょ
う
ゆ
の
豆
、
高
野
豆
腐
の
豆
を
炊
く
の
も
ハ
ッ
ト
ガ
マ
。
餅
を
つ
く

写真 13　  オイスケ（2011 年 2 月
23 日撮影）
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二
〇
一
一
年
三
月
二
日
聞
き
取
り

高
野
町
大
滝

シ
ュ
ウ
ロ
は
な
か
っ
た
。

◆
　
西
喜
好
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）・
和
江
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
三
月
二
八
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
ヶ
峰

シ
ュ
ウ
ロ
は
な
か
っ
た
。

チ
マ
キ
は
シ
ュ
ロ
で
く
く
っ
た
。
シ
ュ
ロ
は
一
本
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
シ
ョ
ウ
ブ

風
呂
は
し
た
。
屋
根
に
は
投
げ
な
い
。

◆
　
尾
上
洋
子
（
昭
和
六
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
六
月
二
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
ヶ
峰

シ
ュ
ウ
ロ
。
ち
ょ
い
ち
ょ
い
あ
っ
た
。
売
る
こ
と
は
な
い
。
稲
荷
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

ち
ょ
っ
と
あ
っ
た
。

◆
　
福
岡
一
二
三
（
大
正
一
〇
年
生
ま
れ
）・
弘
衛
（
昭
和
一
六
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
林

シ
ュ
ウ
ロ
。
野
上
か
ら
皮
を
買
い
に
き
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
と
シ
ン
バ
。
金
に
な
る
。
百
姓
の

暇
な
と
き
に
剥
い
た
。
実
家
で
も
買
い
に
き
た
。
買
い
に
来
た
人
を
泊
め
て
い
た
お
ば
あ
さ

ん
が
い
た
。
こ
の
家
の
上
に
も
あ
っ
た
。
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
番
匠
さ
ん
の
裏
に
も
あ
る
。

◆
　
西
浦
孝
・
西
浦
ト
ミ
子

二
〇
一
四
年
三
月
五
日
聞
き

取
り

高
野
町
相
ノ
浦

シ
ュ
ウ
ロ
。
マ
キ
を
植
え

て
い
る
と
こ
ろ
は
シ
ュ
ウ
ロ

ば
っ
か
り
や
っ
た
。
マ
キ
を

植
え
る
と
き
に
伐
っ
た
。
皮

を
剥
き
に
来
る
人
が
い
た
。
橋
本
付
近
の
人
だ
っ
た
。
海
南
の
阪
井
に
加
工
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
タ
ワ
シ
を
作
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
皮
剥
き
の
人
に
任
せ
て
し
ま
う
。
何
日
も

か
け
て
剥
い
て
い
た
。
土
地
の
人
で
は
剥
い
て
売
る
人
は
な
か
っ
た
。
毎
年
剥
い
て
い
る
と

え
え
皮
が
取
れ
る
。
何
年
も
お
い
と
く
と
え
え
皮
が
取
れ
な
い
。
シ
ュ
ウ
ロ
に
は
蜂
が
よ
く

巣
を
作
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
の
山
に
柿
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
取
り
に
行
っ
た
。
枝
を

か
き
わ
け
て
行
っ
た
ら
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
家
の
周
り
に
多

か
っ
た
。
遠
い
と
こ
ろ
に
は
な
か
っ
た
。

◆
　
保
井
国
一
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
三
月
二
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
相
ノ
浦

シ
ュ
ウ
ロ
。
ち
ょ
っ
と
植
え
て
あ
っ
た
け
ど
、
寒
す
ぎ
る
の
か
。
久
木
、
中
南
、
梁
瀬
あ

た
り
ま
で
は
ど
っ
さ
り
あ
っ
た
。
相
ノ
浦
に
も
皮
を
剥
き
に
き
た
。
ど
こ
か
ら
来
た
か
分
か

ら
な
い
。
花
園
で
は
わ
が
と
こ
（
自
分
の
家
）
で
剥
い
て
い
た
。

◆
　
下
西
啓
詞
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

写真 14　  相ノ浦の集落（2011 年
3 月 2 日撮影）
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な
い
。

◆
　
大
谷
富
雄
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
五
日
聞
き
取
り

高
野
町
平
原

（
武
彦
氏
の
）
父
親
は
、
若
い
と
き
、

シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ
を
買
い
占
め
て
、
商

売
に
し
て
い
た
。
長
い
こ
と
し
て
い
た
。

シ
ュ
ウ
ロ
の
皮
も
売
っ
た
。
一
円
五
〇
銭

だ
っ
た
。【
一
枚
の
値
段
か
、
と
い
う
問

い
に
】
そ
う
だ
っ
た
。
郵
便
局
の
月
給
が

一
二
円
だ
っ
た
。
橋
本
の
人
が
剥
き
に
来

て
い
た
。

◆
　
桝
谷
武
彦
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）・
昌
枝
（
昭
和
一
四
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
一
年
二
月
一
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
樫
原
（
小
安
）

山
鳥
。
赤
い
キ
ジ
み
た
い
な
か
っ
こ
う
。
ナ
イ
ロ
ン
が
な
い
か
ら
、
シ
ュ
ウ
ロ
を
と
ん
と

ん
と
叩
い
て
、
細
く
縄
に
の
う
て
、
罠
を
作
っ
た
。

◆
　
前
正
雄
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
八
月
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
樫
原
（
小
安
）

シ
ュ
ロ
は
売
る
ほ
ど
は
な
か
っ
た
。
自
分
と
こ
で
使
う
だ
け
は
作
っ
た
。
三
本
、
五
本
し

七
月
七
日
は
一
人
で
山
へ
行
っ
た
ら
あ
か
ん
と
い
う
。
ワ
ラ
イ
ダ
に
シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ

を
採
り
に
行
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
。
目
が
ほ
お
ず
き
で
、
真
っ
黒
の
蛇
が
い
た
と
い

う
。
自
分
は
山
の
主
や
と
い
っ
て
帰
し
た
と
い
う
。「
見
入
ら
れ
た
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
か

ら
「
何
に
も
し
た
く
な
い
」、
と
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
た
。
七
月
七
日
に
山

に
行
っ
た
ら
あ
か
ん
の
に
行
っ
た
か
ら
や
と
い
っ
て
い
た
。
ツ
チ
ノ
コ
騒
動
が
あ
っ
て
、
取

材
に
も
来
た
。
ワ
ラ
イ
ダ
は
山
が
深
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
が
い
っ
ぱ
い
茂
っ
て
い
た
。

◆
　
古
家
照
代
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
六
月
二
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
南

シ
ュ
ウ
ロ
。
戦
後
ち
ょ
っ
と
買
い
に
来
て
い
た
。
ど
っ
さ
り
生
え
と
る
け
ど
、
買
い
に
来

な
く
な
っ
た
。
岸
上
の
ほ
う
か
ら
来
て
剥
い
て
い
た
。
一
枚
一
〇
円
な
ど
で
、
値
が
よ
か
っ

た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
家
の
周
り
に
あ
る
。
自

分
の
家
に
は
あ
る
が
、
南
に
は
少
な
か
っ

た
。

◆
　
橋
詰
文
雄
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）・

イ
チ
子
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
三
月
二
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
南

シ
ュ
ウ
ロ
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
る
。
自

分
の
家
に
は
な
か
っ
た
。
剥
き
に
来
て
い

た
。
鎌
み
た
い
な
の
で
剥
い
て
い
た
。
美

里
の
ほ
う
か
ら
来
て
い
た
の
か
。
今
は
来

写真 16　  南の棕櫚（家の背後に棕櫚がみえる）（2010
年 6 月 24 日撮影）

写真 15　  南・林の集落（左側が南、右側が林）（2010
年 6 月 24 日撮影）
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な
い
。

◆
　
大
谷
富
雄
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
五
日
聞
き
取
り

高
野
町
平
原

（
武
彦
氏
の
）
父
親
は
、
若
い
と
き
、

シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ
を
買
い
占
め
て
、
商

売
に
し
て
い
た
。
長
い
こ
と
し
て
い
た
。

シ
ュ
ウ
ロ
の
皮
も
売
っ
た
。
一
円
五
〇
銭

だ
っ
た
。【
一
枚
の
値
段
か
、
と
い
う
問

い
に
】
そ
う
だ
っ
た
。
郵
便
局
の
月
給
が

一
二
円
だ
っ
た
。
橋
本
の
人
が
剥
き
に
来

て
い
た
。

◆
　
桝
谷
武
彦
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）・
昌
枝
（
昭
和
一
四
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
一
年
二
月
一
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
樫
原
（
小
安
）

山
鳥
。
赤
い
キ
ジ
み
た
い
な
か
っ
こ
う
。
ナ
イ
ロ
ン
が
な
い
か
ら
、
シ
ュ
ウ
ロ
を
と
ん
と

ん
と
叩
い
て
、
細
く
縄
に
の
う
て
、
罠
を
作
っ
た
。

◆
　
前
正
雄
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
八
月
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
樫
原
（
小
安
）

シ
ュ
ロ
は
売
る
ほ
ど
は
な
か
っ
た
。
自
分
と
こ
で
使
う
だ
け
は
作
っ
た
。
三
本
、
五
本
し

七
月
七
日
は
一
人
で
山
へ
行
っ
た
ら
あ
か
ん
と
い
う
。
ワ
ラ
イ
ダ
に
シ
ュ
ウ
ロ
の
シ
ン
バ

を
採
り
に
行
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
。
目
が
ほ
お
ず
き
で
、
真
っ
黒
の
蛇
が
い
た
と
い

う
。
自
分
は
山
の
主
や
と
い
っ
て
帰
し
た
と
い
う
。「
見
入
ら
れ
た
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
か

ら
「
何
に
も
し
た
く
な
い
」、
と
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
た
。
七
月
七
日
に
山

に
行
っ
た
ら
あ
か
ん
の
に
行
っ
た
か
ら
や
と
い
っ
て
い
た
。
ツ
チ
ノ
コ
騒
動
が
あ
っ
て
、
取

材
に
も
来
た
。
ワ
ラ
イ
ダ
は
山
が
深
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
が
い
っ
ぱ
い
茂
っ
て
い
た
。

◆
　
古
家
照
代
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
六
月
二
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
南

シ
ュ
ウ
ロ
。
戦
後
ち
ょ
っ
と
買
い
に
来
て
い
た
。
ど
っ
さ
り
生
え
と
る
け
ど
、
買
い
に
来

な
く
な
っ
た
。
岸
上
の
ほ
う
か
ら
来
て
剥
い
て
い
た
。
一
枚
一
〇
円
な
ど
で
、
値
が
よ
か
っ

た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
家
の
周
り
に
あ
る
。
自

分
の
家
に
は
あ
る
が
、
南
に
は
少
な
か
っ

た
。

◆
　
橋
詰
文
雄
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）・

イ
チ
子
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
三
月
二
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
南

シ
ュ
ウ
ロ
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
る
。
自

分
の
家
に
は
な
か
っ
た
。
剥
き
に
来
て
い

た
。
鎌
み
た
い
な
の
で
剥
い
て
い
た
。
美

里
の
ほ
う
か
ら
来
て
い
た
の
か
。
今
は
来

写真 16　  南の棕櫚（家の背後に棕櫚がみえる）（2010
年 6 月 24 日撮影）

写真 15　  南・林の集落（左側が南、右側が林）（2010
年 6 月 24 日撮影）
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◆
　
小
峰
正
弘
（
大
正
一
一
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
中
筒
香

シ
ュ
ウ
ロ
。
四
〜
五
〇
年
前
、
業
者
が

買
い
に
き
た
。
自
分
の
家
の
上
の
大
谷
さ

ん
が
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
い
た
。
海
南
の
ほ

う
か
ら
業
者
が
来
た
と
い
う
。
皮
剥
き
に

来
て
い
た
の
は
見
た
。
五
・
六
年
続
け
て

き
た
。
上
筒
香
に
も
、
下
筒
香
に
も
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
作
っ
て
い
た
。
田
ん
ぼ
や

畑
の
は
た
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
作
っ
て
い

た
。
年
寄
り
が
皮
を
剥
い
で
き
て
、
筋
に

し
て
、
ロ
ー
プ
に
編
ん
で
い
た
。
夜
な
べ

で
お
ば
あ
さ
ん
が
縄
を
編
ん
で
い
た
。
田

植
え
の
と
き
に
引
く
縄
を
作
っ
て
い
た
。

藁
の
縄
だ
と
ま
っ
す
ぐ
引
き
に
く
い
。

シ
ュ
ウ
ロ
の
縄
は
水
を
は
じ
く
の
で
軽

い
。
ま
っ
す
ぐ
引
き
や
す
い
。
一
〇
本
や

二
〇
本
は
ど
こ
で
も
作
っ
て
い
た
。
自
分

の
家
で
は
売
る
ほ
ど
は
な
か
っ
た
。
自
分

の
山
か
ら
マ
キ
を
せ
っ
た
ら
う
（
背
負

う
）
ロ
ー
プ
を
作
っ
た
り
す
る
。
コ
シ
ヅ

ケ
と
い
う
籠
を
縛
る
ロ
ー
プ
も
作
っ
た
。

か
な
い
家
も
あ
れ
ば
、
三
〇
本
あ
る
家
も
あ
っ
た
。
ブ
リ
ナ
ワ
と
い
う
木
登
り
の
道
具
を
の

う
た
（
な
っ
た
）。
腐
ら
な
い
。

◆
　
前
正
雄

二
〇
一
〇
年
九
月
九
日
聞
き
取
り

高
野
町
東
又

ブ
リ
縄
。
木
へ
登
っ
た
り
す
る
と
き
に
使
う
。
平
原
に
（
静
子
氏
の
）
姉
の
婿
さ
ん
が
い

る
。
そ
の
人
は
木
登
り
専
門
。
そ
の
人
に
シ
ュ
ウ
ロ
で
ブ
リ
縄
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

シ
ュ
ウ
ロ
。
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
ム
キ
。
橋
本
の
岸
上
の
ほ
う
の
人
た
ち

が
皮
剥
き
に
来
て
い
た
。
泊
り
込
み
で
来
た
。
ニ
ワ
で
筵
を
敷
い
て
寝
て
い
た
。
シ
ュ
ウ
ロ

は
ど
っ
さ
り
あ
っ
た
。
自
分
で
は
皮
を
剥
か
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
そ
ん
な
に
（
背
丈

が
）
高
く
な
い
。
家
の
天
井
ぐ
ら
い
。
そ
う
た
い
そ
な
足
場
を
せ
ん
で
も
（
そ
ん
な
に
大
き

な
足
場
を
か
け
な
く
て
も
）
剥
け
た
。
簡
単
に
剥
け
る
。
戦
後
も
剥
き
に
来
て
い
た
。
秋
ご

ろ
か
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
伐
っ
て
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
植
え
た
。

◆
　
下
貞
治
（
昭
和
六
年
生
ま
れ
）・
静
子
（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
二
月
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
杖
ヶ
藪

シ
ュ
ウ
ロ
。
家
で
縄
に
の
う
た
り
（
な
っ
た
り
）
し
た
。
春
に
芽
が
出
て
か
ら
シ
ン
バ
を

切
っ
た
。
家
で
使
う
草
履
を
作
っ
た
。
雨
降
り
で
も
し
ゅ
ん
で
こ
な
い
（
し
み
こ
ん
で
こ
な

い
）。
シ
ン
バ
を
買
い
に
き
た
。
安
楽
川
（
筆
者
注
：
紀
の
川
市
桃
山
町
）
の
ほ
う
だ
っ
た

と
思
う
。
皮
剥
き
に
も
き
て
く
れ
た
。
土
地
の
人
も
剥
か
ん
こ
と
は
な
か
っ
た
。
野
上
、
桃

山
あ
た
り
か
ら
来
た
と
思
う
。
岸
上
か
ら
も
来
た
。
シ
ュ
ウ
ロ
に
登
っ
て
剥
い
て
持
っ
て

帰
っ
た
。
家
の
周
り
に
も
あ
っ
た
が
、
伐
っ
て
し
ま
っ
た
。

写真 17　  杖ヶ藪の棕櫚（畑の下のほうに棕櫚がみえ
る）（2010 年 11 月 26 日撮影）

写真 18　  中筒香の棕櫚（家の左上に棕櫚がみえる）
（2008 年 8 月 15 日撮影）
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和歌山県高野町における棕櫚の民俗

◆
　
岡
本
幸
治
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）・
中
山
武
夫
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
五
月
一
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

岡
本
さ
ん
の
父
親
は
シ
ュ
ウ
ロ
縄
を
の
う
た
。

◆
　
岡
本
幸
治

二
〇
〇
九
年
八
月
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

節
供
。
下
の
畑
に
シ
ョ
ウ
ブ
が
あ
る
。
ひ
も
で
く
く
っ
て
風
呂
に
入
れ
る
。
シ
ョ
ウ
ブ
に

湯
を
か
け
る
と
い
い
匂
い
が
出
る
。
柏
餅
を
買
っ
て
き
て
供
え
る
。
こ
れ
は
今
で
も
し
て
い

る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
五
〜
六
〇
cm
の
ヨ
モ
ギ
と
カ
ヤ
と
シ
ョ
ウ
ブ
の
根
元
五
・
六

cm
の
と
こ
ろ
で
縛
っ
て
、
各
屋
根
へ
三
束
ず
つ
ほ
り
あ
げ
た
。
杉
皮
葺
き
、
草
葺
き
だ
と
刺

さ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
今
の
屋
根
に
な
る
と
、
風
が
吹
い
た
ら
ト
ユ
に
散
っ
て
、
立
ト
ユ
を

詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
や
め
た
。
カ
ヤ
は
葉
の
出
る
前
や
か
ら
き
れ
い
。
三
つ
と
も

鮮
や
か
で
き
れ
い
。
ヨ
モ
ギ
も
一
番
き
れ
い
な
と
き
。
チ
マ
キ
も
作
っ
た
。
笹
の
葉
で
団
子

を
巻
い
て
、
シ
ュ
ロ
の
葉
で
く
く
る
。
笹
が
二
枚
の
場
合
と
三
枚
の
場
合
が
あ
っ
た
。
三
枚

葉
の
場
合
は
、
二
つ
な
り
の
チ
マ
キ
が
で
き
る
。
大
き
な
釜
で
湯
を
沸
か
し
て
セ
イ
ロ
で
蒸

し
た
。
笹
の
香
り
と
甘
い
ア
ン
コ
の
匂
い
が
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
も
ん
は
な
い
。
餅

米
粉
と
米
粉
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
米
の
粉
を
入
れ
る
と
、
ひ
び
割
れ
し
や
す

い
の
で
、
つ
な
ぎ
に
メ
リ
ケ
ン
粉
を
入
れ
る
。
家
に
よ
っ
て
味
も
違
う
。
汁
が
出
る
の
で
、

納
屋
の
竿
に
チ
マ
キ
を
ぶ
ら
く
っ
た
（
吊
り
下
げ
た
）。
汁
を
垂
ら
す
の
と
保
存
の
た
め
。

◆
　
岡
本
幸
治
・
中
山
武
夫

二
〇
一
〇
年
一
月
七
日
聞
き
取
り

◆
　
西
山
一
高
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
八
月
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
東
富
貴

シ
ュ
ウ
ロ
は
少
し
あ
る
が
、
多
く
は
な
い
。
売
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

◆
　
下
名
迫
勝
實

二
〇
〇
九
年
五
月
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

田
植
え
は
、
直
径
五
mm
ぐ
ら
い
の
シ
ュ
ウ
ロ
の
綱
を
引
っ
張
っ
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

後
ろ
へ
下
が
り
な
が
ら
植
え
た
。
戦
後
に
は
、
枠
が
で
き
て
、
枠
に
従
っ
て
植
え
て
い
っ

た
。シ

ュ
ウ
ロ
。
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
。
縄

を
の
う
た
。
牛
追
い
の
縄
に
し
た
。
田
ん

ぼ
の
紐
に
し
た
。
最
近
、
寺
の
鐘
を
つ
く

棒
に
し
た
。
ひ
び
割
れ
し
な
い
と
い
う
。

こ
こ
ら
の
シ
ュ
ウ
ロ
は
タ
ワ
シ
に
は
む
か

な
い
。
野
上
方
面
に
売
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。シ

ノ
ブ
と
い
う
観
賞
用
の
植
物
が
あ

る
。
梅
雨
に
か
け
て
蔓
が
出
る
。
盆
の
こ

ろ
に
八
方
に
葉
っ
ぱ
が
出
る
。
炭
と
土
を

シ
ュ
ウ
ロ
で
包
ん
で
シ
ノ
ブ
を
植
え
て
、

吊
る
し
て
お
く
。

写真 19　  西富貴の棕櫚（畑の畦畔に棕櫚がみえる）
（2009 年 5 月 14 日撮影）
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和歌山県高野町における棕櫚の民俗

◆
　
岡
本
幸
治
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）・
中
山
武
夫
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）

二
〇
〇
九
年
五
月
一
四
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

岡
本
さ
ん
の
父
親
は
シ
ュ
ウ
ロ
縄
を
の
う
た
。

◆
　
岡
本
幸
治

二
〇
〇
九
年
八
月
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

節
供
。
下
の
畑
に
シ
ョ
ウ
ブ
が
あ
る
。
ひ
も
で
く
く
っ
て
風
呂
に
入
れ
る
。
シ
ョ
ウ
ブ
に

湯
を
か
け
る
と
い
い
匂
い
が
出
る
。
柏
餅
を
買
っ
て
き
て
供
え
る
。
こ
れ
は
今
で
も
し
て
い

る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
五
〜
六
〇
cm
の
ヨ
モ
ギ
と
カ
ヤ
と
シ
ョ
ウ
ブ
の
根
元
五
・
六

cm
の
と
こ
ろ
で
縛
っ
て
、
各
屋
根
へ
三
束
ず
つ
ほ
り
あ
げ
た
。
杉
皮
葺
き
、
草
葺
き
だ
と
刺

さ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
今
の
屋
根
に
な
る
と
、
風
が
吹
い
た
ら
ト
ユ
に
散
っ
て
、
立
ト
ユ
を

詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
や
め
た
。
カ
ヤ
は
葉
の
出
る
前
や
か
ら
き
れ
い
。
三
つ
と
も

鮮
や
か
で
き
れ
い
。
ヨ
モ
ギ
も
一
番
き
れ
い
な
と
き
。
チ
マ
キ
も
作
っ
た
。
笹
の
葉
で
団
子

を
巻
い
て
、
シ
ュ
ロ
の
葉
で
く
く
る
。
笹
が
二
枚
の
場
合
と
三
枚
の
場
合
が
あ
っ
た
。
三
枚

葉
の
場
合
は
、
二
つ
な
り
の
チ
マ
キ
が
で
き
る
。
大
き
な
釜
で
湯
を
沸
か
し
て
セ
イ
ロ
で
蒸

し
た
。
笹
の
香
り
と
甘
い
ア
ン
コ
の
匂
い
が
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
も
ん
は
な
い
。
餅

米
粉
と
米
粉
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
米
の
粉
を
入
れ
る
と
、
ひ
び
割
れ
し
や
す

い
の
で
、
つ
な
ぎ
に
メ
リ
ケ
ン
粉
を
入
れ
る
。
家
に
よ
っ
て
味
も
違
う
。
汁
が
出
る
の
で
、

納
屋
の
竿
に
チ
マ
キ
を
ぶ
ら
く
っ
た
（
吊
り
下
げ
た
）。
汁
を
垂
ら
す
の
と
保
存
の
た
め
。

◆
　
岡
本
幸
治
・
中
山
武
夫

二
〇
一
〇
年
一
月
七
日
聞
き
取
り

◆
　
西
山
一
高
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
〇
年
八
月
六
日
聞
き
取
り

高
野
町
東
富
貴

シ
ュ
ウ
ロ
は
少
し
あ
る
が
、
多
く
は
な
い
。
売
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

◆
　
下
名
迫
勝
實

二
〇
〇
九
年
五
月
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

田
植
え
は
、
直
径
五
mm
ぐ
ら
い
の
シ
ュ
ウ
ロ
の
綱
を
引
っ
張
っ
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

後
ろ
へ
下
が
り
な
が
ら
植
え
た
。
戦
後
に
は
、
枠
が
で
き
て
、
枠
に
従
っ
て
植
え
て
い
っ

た
。シ

ュ
ウ
ロ
。
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
。
縄

を
の
う
た
。
牛
追
い
の
縄
に
し
た
。
田
ん

ぼ
の
紐
に
し
た
。
最
近
、
寺
の
鐘
を
つ
く

棒
に
し
た
。
ひ
び
割
れ
し
な
い
と
い
う
。

こ
こ
ら
の
シ
ュ
ウ
ロ
は
タ
ワ
シ
に
は
む
か

な
い
。
野
上
方
面
に
売
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。シ

ノ
ブ
と
い
う
観
賞
用
の
植
物
が
あ

る
。
梅
雨
に
か
け
て
蔓
が
出
る
。
盆
の
こ

ろ
に
八
方
に
葉
っ
ぱ
が
出
る
。
炭
と
土
を

シ
ュ
ウ
ロ
で
包
ん
で
シ
ノ
ブ
を
植
え
て
、

吊
る
し
て
お
く
。

写真 19　  西富貴の棕櫚（畑の畦畔に棕櫚がみえる）
（2009 年 5 月 14 日撮影）
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和歌山県高野町における棕櫚の民俗

高
野
町
東
富
貴

シ
ュ
ウ
ロ
は
あ
る
が
、
皮
を
剥
い
て
売
っ
た
こ
と
は
な
い
。
買
い
に
来
た
こ
と
は
な
い
。

田
植
え
の
と
き
に
引
く
シ
ュ
ウ
ロ
縄
は
高
い
の
を
買
っ
た
。

◆
　
隠
地
前
栄
治
・
常
子

二
〇
一
〇
年
六
月
一
七
日
聞
き
取
り

高
野
町
東
富
貴

近
く
で
も
苗
を
お
い
て
渡
し
た
。
シ
ュ
ロ
の
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
植
え
た
。
上
手
な
人
は

ま
っ
す
ぐ
植
え
る
。
下
手
な
人
は
、
完
全
に
六
条
植
え
が
で
き
る
と
こ
ろ
を
植
え
た
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
は
距
離
が
長
い
。
上
手
な
人
は
植
え
る
の
が
早
い
。
植
え
る
と
き
に
、
ち
ゃ
ぷ

ち
ゃ
ぷ
と
音
が
す
る
。

◆
　
稲
葉
敦
美
・
尾
家
仞
美
・
板
谷
公
八

二
〇
一
〇
年
八
月
二
〇
日
聞
き
取
り

高
野
町
西
富
貴

楮
は
聞
か
な
い
。
シ
ュ
ウ
ロ
は
こ
こ
ら
で
は
作
っ
て
い
な
い
。

◆
　
林
阪
好
登
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）

二
〇
一
一
年
一
月
八
日
聞
き
取
り

六
　
ま
と
め
と
考
察

１
．
民
俗
知

高
野
町
の
人
び
と
は
、
棕
櫚
の
こ
と
を
シ
ュ
ウ
ロ
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
日
下
部
に
よ
る

と
、
伊
都
郡
地
方
で
は
、
オ
ン
ギ
、
メ
ン
ギ
と
い
う
区
別
を
し
て
い
る
と
い
う
が
〔
日
下
部
　

一
九
三
九
〕、
高
野
町
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
棕
櫚
の
皮
お
よ
び

新
葉
に
つ
い
て
は
、
腐
ら
な
い
、
雨
が
し
み
こ
ま
な
い
、
な
ど
と
い
い
、
業
者
が
重
宝
し
た

だ
け
で
な
く
、
自
家
用
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
し
た
。

高
野
町
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
棕
櫚
栽
培
の
差
異
が
あ
る
。
栽
培
に
熱
心
で
あ
っ
た
地
域

で
も
、
家
ご
と
に
棕
櫚
が
多
い
家
、
少
な
い
家
が
あ
っ
た
。
栽
培
に
熱
心
で
あ
っ
た
地
域
や

人
の
場
合
は
、
さ
ら
に
棕
櫚
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
。
細
川
・
花
坂
・
湯
川
あ
た
り

で
は
棕
櫚
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
に
、
棕
櫚
に
関
す
る
民
俗
知
識
も
多
く
語
ら
れ
た
。

な
か
で
も
、
上
湯
川
の
西
浦
氏
の
場
合
は
、
若
い
こ
ろ
に
は
炭
焼
き
を
し
な
が
ら
棕
櫚
栽
培

を
し
て
お
り
、
他
の
方
々
よ
り
も
棕
櫚
に
関
す
る
知
識
が
豊
富
で
あ
っ
た
。
な
お
、
西
浦
氏

は
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、
炭
焼
き
と
棕
櫚
栽
培
を
や
め
て
、
林
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
栽
培
を
手
掛
け
て
い
っ
た
。
西
浦
氏
は
、「
寒
い
と
こ
ろ
で
育
っ
た

シ
ュ
ウ
ロ
は
生
育
が
遅
い
の
で
網
が
厚
い
」、「
湯
川
は
寒
い
の
で
、
網
目
が
厚
い
」
な
ど
と

語
る
。
高
野
町
で
は
上
湯
川
の
西
浦
氏
以
外
か
ら
は
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
同
様
の
表

現
は
、
高
野
町
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
各
地
で
確
認
で
き
る
。『
伊
都
郡
誌
』
に
あ
っ
た
、
花

園
村
梁
瀬
の
棕
櫚
は
毛
が
長
く
て
上
品
と
い
う
の
も
同
様
の
表
現
で
あ
ろ
う
〔
和
歌
山
県
伊

都
郡
役
所
　
一
九
一
八
〕。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
花
園
村
（
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
地

区
）
で
同
様
の
表
現
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
〔
村
上
　
一
九
九
九
〕。
筆
者
自
身
も
紀

美
野
町
・
有
田
川
町
各
地
で
聞
い
た
が
、
す
べ
て
の
地
域
で
同
様
の
内
容
が
語
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
寒
暖
と
棕
櫚
毛
の
長
短
や
厚
さ
が
関
係
し
て
い
る
語
り
は
、
お
そ
ら
く
買
い

手
側
（
業
者
）
が
語
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
栽
培
者
は
買
い
手
側
の
評
価
を
受
け
て
自
分

の
地
域
の
皮
の
良
し
悪
し
を
認
識
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

２
．
用
途

a
　
皮
と
新
葉
の
出
荷

聞
き
取
り
調
査
か
ら
も
、
高
野
町
に
お
け
る
棕
櫚
の
出
荷
に
は
、
皮
と
新
葉
が
あ
っ
た
こ
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と
が
分
か
る
（
写
真
20
・
21
）。
皮
は
縄
や
タ
ワ
シ
の
材
料
に
し
た
と
い
う
。
上
湯
川
で
は
、

漁
師
が
使
用
す
る
縄
に
し
た
と
い
う
語
り
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
高
野
町
内
で

は
、
棕
櫚
皮
の
加
工
品
や
流
通
先
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仲
買

人
や
業
者
が
買
い
取
っ
た
あ
と
の
こ
と
は
あ
ま
り
詳
し
く
知
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
方
、

新
葉
に
つ
い
て
は
、
パ
ナ
マ
帽
・
カ
ン
カ

ン
帽
・
雪
駄
の
表
な
ど
の
材
料
に
し
た
と

い
う
。
加
工
情
報
に
つ
い
て
、
皮
よ
り
も

新
葉
の
ほ
う
が
詳
し
い
方
が
多
か
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
聞
き
取
り
を
し
た

方
々
の
若
い
こ
ろ
、
つ
ま
り
昭
和
一
〇
年

代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
新
葉
の

取
り
引
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
こ
と

〔
吉
田
ら
　
一
九
七
七
〕、
ま
た
、
高
野
山

西
麓
地
域
か
ら
は
晒
葉
加
工
地
（
か
つ
ら

ぎ
町
笠
田
）
に
出
や
す
か
っ
た
、
な
ど
の

要
因
が
影
響
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

b
　
自
家
用

で
の
利
用

聞
き
取
り

調
査
か
ら
で

も
、
棕
櫚
の

皮
は
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
で

利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
あ
ら
た
め
て
列
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
田
植
え
の

と
き
に
引
く
縄
、
牛
追
い
の
縄
、
牛
の
鞍
と
カ
ラ
ス
キ
を
結
ぶ
、
背
負
い
具
の
藁
の
部
分
と

本
体
を
結
ぶ
、
ブ
リ
縄
、
動
物
を
捕
る
罠
、
籠
を
縛
る
縄
、
節
供
の
菖
蒲
を
縛
る
、
粽
を
縛

る
、
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
業
（
農
業
・
林
業
・
狩
猟
お
よ
び
運
搬
）、
年
中
行
事
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
棕
櫚
の
縄
を
自
分
の
家
で
な
う
人
も
い
た

が
、
田
植
え
用
の
縄
を
買
う
家
も
あ
っ
た
。
皮
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
富
貴
の
よ
う
に
棕
櫚

栽
培
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
地
域
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
縄
を
な
う
作
業
は
女
性
が
お

こ
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

新
葉
の
場
合
は
、
用
途
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
家
用
の
草
履
も
作
る
人
も
い
た
。
ま
た
、

新
葉
の
開
い
た
も
の
は
ハ
エ
叩
き
に
し
た
。
有
田
川
町
な
ど
で
は
、
女
性
が
家
用
の
草
履
を

作
っ
た
と
い
う
が
、
高
野
町
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
他
、
棕
櫚
の
木
を
倒
し
た
あ
と
で
寺
の
鐘
突
き
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
芯

の
部
分
を
ウ
シ
ノ
ウ
マ
（
シ
ュ
ウ
ロ
ノ
ウ
マ
）
と
呼
び
、
子
ど
も
が
こ
れ
を
引
き
ず
っ
て
遊

ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

３
．
栽
培

棕
櫚
を
植
え
て
い
た
場
所
は
、
聞
き
取
り
調
査
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
家
の
近
く
、
田
畑

の
近
く
、
集
落
近
く
の
山
、
な
ど
が
多
か
っ
た
。
現
地
調
査
で
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

も
、
家
の
周
囲
、
畑
の
周
囲
、
家
の
背
後
の
低
い
山
、
道
沿
い
な
ど
の
場
所
で
よ
く
見
か
け

た
。
な
か
に
は
、
林
の
よ
う
に
深
い
山
に
植
え
て
い
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
林
の

場
合
は
平
坦
な
土
地
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
植
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

と
く
に
熱
心
に
棕
櫚
を
栽
培
し
て
い
た
の
は
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
細
川
・
花
坂
・
湯

川
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
湯
川
で
は
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
苗
を
作
っ
て
植
え
て
い
た
よ
う
で
あ

写真 20　  棕櫚の皮（有田川町下湯川、現在でも棕櫚
皮を採取している）（2020 年 8 月 7 日撮影）

写真 21　  棕櫚の新葉（紀の川市北
長田、盆棚作りのために
棕櫚の葉を採取していた
方に同行して新葉を撮影）

（2022 年 8 月 7 日撮影）
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縄
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は
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に
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が
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作
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は
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が
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と
も
あ
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た
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新
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は
、
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は
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的
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の
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作
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た
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ま
た
、

新
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の
開
い
た
も
の
は
ハ
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き
に
し
た
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有
田
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な
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は
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の
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う
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高
野
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こ
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。
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る
。
上
湯
川
で
棕
櫚
栽
培
を
熱
心
に
お
こ
な
っ
て
い
た
西
浦
氏
は
、「
山
の
中
腹
、
山
の

て
っ
ぺ
ん
ま
で
植
え
て
育
つ
も
ん
と
違
う
。
肥
沃
な
、
土
の
深
い
と
こ
で
な
い
と
、
皮
の
厚

い
の
が
取
れ
な
い
」、「
や
せ
た
と
こ
ろ
だ
と
、
成
長
も
遅
い
し
皮
も
薄
い
」、「
田
畑
の
ケ
イ

ハ
ン
（
畦
畔
）
に
近
い
と
こ
ろ
に
植
え
た
」、
な
ど
と
語
る
。
紀
美
野
町
や
有
田
川
町
で
棕

櫚
の
こ
と
を
聞
い
て
も
、
昔
か
ら
植
え
て
い
る
、
植
え
た
こ
と
は
知
ら
な
い
、
な
ど
と
語
る

方
も
多
い
。
自
分
で
棕
櫚
の
苗
を
育
て
て
栽
培
し
た
と
い
う
方
の
証
言
は
貴
重
で
あ
る
。
西

浦
氏
の
家
の
周
囲
は
コ
ウ
ヤ
マ
キ
栽
培
地
に
転
換
し
て
い
る
が
、
家
や
畑
の
周
囲
に
は
棕
櫚

の
木
が
今
で
も
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
（
写
真
10
・
11
）。

西
浦
氏
や
下
湯
川
の
安
井
氏
に
よ
る
と
、
畑
に
実
を
蒔
い
て
、
三
〜
五
年
か
け
て
苗
を
育

て
て
か
ら
苗
を
山
に
移
植
し
、
実
を
蒔
い
て
か
ら
一
五
・
六
年
か
ら
二
〇
年
で
皮
が
剥
け
る

よ
う
に
な
る
。
実
を
蒔
い
て
か
ら
時
間
は
か
か
る
が
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
場
合
は
植
林
し
て

か
ら
伐
採
す
る
ま
で
に
何
十
年
も
か
か
る
こ
と
に
比
べ
る
と
収
入
に
な
る
ま
で
の
期
間
が
短

い
。
ま
た
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
収
入
源
に
な
る
ま
で
に
は
八
〇
年
以
上
か
か
る
の
に
対
し
、

棕
櫚
の
場
合
に
は
毎
年
、
現
金
収
入
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。４

．
皮
剥
き

棕
櫚
の
皮
は
、
自
分
た
ち
で
皮
を
剥
く
場
合
と
、
外
部
か
ら
皮
を
剥
く
人
が
来
た
場
合
が

あ
っ
た
。
写
真
22
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
高
野
町
富
貴
の
方
が
撮
影
し
た
も
の
で

あ
る
。
撮
影
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
野
町
の
東
部
の
可
能
性
が
高
い
。

筆
者
は
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）、
有
田
川
町
下
湯
川
に
お
い
て
棕
櫚
の
皮
を
剥
く
様

子
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
棕
櫚
の
木
に
足
場
を
掛
け
て
、
幹
の
周
囲
に
包
丁
を
入
れ
て

一
枚
ず
つ
皮
を
剥
い
で
い
く
、
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

高
野
町
で
は
、
自
分
た
ち
で
皮
を
剥
く
場
合
と
、
外
部
の
人
に
剥
い
て
も
ら
う
場
合
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

皮
剥
き
に
関
す
る
下

湯
川
の
安
井
氏
の
語

り
は
や
や
あ
い
ま
い

で
は
あ
る
が
、
自
分

の
家
で
皮
を
剥
く
こ

と
が
基
本
で
、
棕
櫚

が
多
い
家
で
は
人
を

雇
っ
て
剥
い
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
、
安
井
氏
の
家
は
棕
櫚
が
多
か
っ
た
の
で
人
を
雇
っ
て

剥
い
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
上
湯
川
で
は
農
閑
期

の
仕
事
で
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
剥
い
た
と
い
い
、
林
で
は
百
姓
の
暇
な
と
き
に
剥
い
た
、

と
い
う
。
自
分
た
ち
で
皮
を
剥
く
場
合
は
、
農
閑
期
に
剥
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

上
湯
川
の
西
浦
氏
に
よ
る
と
、
一
日
に
一
〇
〇
〇
枚
剥
く
と
一
人
前
と
い
わ
れ
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
表
現
は
、
紀
美
野
町
・
有
田
川
町
一
帯
で
も
よ
く
聞
く
語
り
で
あ
る
。
棕
櫚
の

皮
剥
き
が
得
意
で
あ
っ
た
方
が
誇
り
を
も
っ
て
語
る
こ
と
が
多
い
。
高
野
町
で
は
西
浦
氏
以

外
か
ら
は
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。

な
お
、
有
田
川
町
な
ど
で
は
棕
櫚
の
皮
剥
き
を
女
性
が
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
高

野
町
で
は
積
極
的
に
女
性
が
従
事
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
相
ノ
浦
で
は
「
毎
年
剥
い
て
い
る
と
え
え
皮
が
取
れ
る
。
何
年
も
お
い
と
く
と
え

え
皮
が
取
れ
な
い
」
と
語
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
紀
美
野
町
・
有
田
川
町
一
帯
で
よ
く
聞
く
。

と
く
に
、
棕
櫚
産
業
は
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
衰
退
し
た
た
め
、
現
在
で
は
何
十
年
も
皮

を
剥
い
て
い
な
い
棕
櫚
が
多
い
。
そ
う
し
た
棕
櫚
は
皮
が
よ
く
な
い
と
い
う
。

な
お
、
皮
剥
き
に
来
て
い
た
人
に
つ
い
て
、
被
差
別
地
区
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
、
と
い
う

語
り
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
仲
買
人
、
加
工
地

写真 22　  棕櫚の皮剥き（昭和 7 年
（1932）撮影、撮影場所
不明、高野町の個人所蔵、
高野町教育委員会提供）
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の
問
屋
・
業
者
と
は
別
に
、
皮
剥
き
専
門
で
働
き
に
来
て
い
た
人
た
ち
が
い
た
可
能
性
が
あ

る
。５

．
新
葉
切
り

新
葉
は
、
七
月
ご
ろ
、
葉
が
開
く
前
に
切
っ
た
。
こ
れ
も
、
田
植
え
が
一
段
落
し
た
農
閑

期
に
あ
た
る
。
細
川
の
よ
う
に
生
で
新
葉
を
出
荷
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
花
坂
・
湯
川
の
よ

う
に
釜
で
炊
い
て
あ
る
程
度
乾
か
し
て
か
ら
出
荷
し
た
場
合
も
あ
っ
た
。
出
荷
先
の
笠
田
で

は
、
紀
ノ
川
の
川
原
に
広
げ
て
干
し
て
い
た
と
い
う
。
花
坂
付
近
か
ら
は
笠
田
方
面
へ
出
る

こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
紀
ノ
川
の
川
原
に
蒸
し
た
新
葉
を
干
し
て
い
た
光
景
を
見
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
晒
葉
加
工
は
、
県
内
で
も
紀
ノ
川
沿
岸
地
域
に
発
達
し
た

が
、
そ
れ
は
乾
燥
場
と
し
て
広
い
川
原
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
〔
日
下
部
　
一
九
三

九
〕。新

葉
切
り
に
つ
い
て
は
、
林
で
の
語
り
の
よ
う
に
、
女
性
が
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

新
葉
切
り
は
皮
剥
き
よ
り
も
手
軽
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

６
．
皮
・
新
葉
の
出
荷
先

皮
の
出
荷
先
は
、
野
上
・
海
南
方
面
と
橋
本
（
岸
上
）
方
面
が
あ
っ
た
）
5
（

。
話
者
に
よ
っ

て
、
野
上
の
ほ
う
、
な
ど
と
あ
い
ま
い
な
表
現
を
す
る
方
も
あ
っ
た
。
高
野
山
北
麓
の
西

郷
・
細
川
は
橋
本
方
面
、
高
野
山
西
麓
の
花
坂
・
湯
川
は
野
上
・
海
南
方
面
に
出
荷
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
高
野
山
南
麓
か
ら
東
麓
に
か
け
て
は
、
橋
本
方
面
と
、
野

上
・
海
南
方
面
の
両
方
に
出
荷
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
岸
上
村
（
現
在
の
橋
本

市
）
の
場
合
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
棕
櫚
皮
加
工
業
者
は
多
く
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
隣

接
す
る
山
田
村
（
現
在
の
橋
本
市
）
に
棕
櫚
加
工
業
者
が
多
か
っ
た
〔
和
歌
山
県
伊
都
郡
役

所
　
一
九
一
八
〕）
6
（

。
4
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
野
町
の
人
々
が
語
る
岸
上
の
人
は
、
皮
剥

表 1　集落ごとの棕櫚
集落名 棕櫚のある場所 皮の販売先 皮を剥く人 新葉の販売先 仲買人
西郷 畑の近く 岸上 自分たち
細川 家の近くの山 岸上 自分たち 岸上、笠田
花坂 あちこちに点在（5 本、10 本など、大きな

棕櫚山はなかった）
海南 自分たち 笠田 花坂にシンバを集荷

する仲買人がいた
湯川 シュウロ山が多かった、ほとんどの家に

シュウロ山があった、山のすそ、畑の周囲
野上 自分たち 花坂の仲買人

相ノ浦 家の周り（遠いところにはなかった） 橋本付近、海南
に加工場

橋本付近の人が剥
きに来た

大滝
西ヶ峰 ちょいちょいあった、稲荷さんのところな

ど
林 家の裏、深い山 野上から買いに

来た
自分たち

南 どっさりあった、家の周り 岸上のほうの人が
剥きに来た

平原 橋本の人が剥きに
来た

新葉・皮の仲買人が
いた

樫原 多い人で 30 本
東又 どっさりあった 岸上 岸上のほうの人が

剥きに来た
杖ヶ藪 家の周りにもあった 野上・桃山あた

り、岸上
剥きに来た、自分
たちも剥くことが
あった

安楽川のほう

筒香 海南のほう 剥きに来た、自分
たちも剥くことが
あった

富貴
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の
問
屋
・
業
者
と
は
別
に
、
皮
剥
き
専
門
で
働
き
に
来
て
い
た
人
た
ち
が
い
た
可
能
性
が
あ

る
。５

．
新
葉
切
り

新
葉
は
、
七
月
ご
ろ
、
葉
が
開
く
前
に
切
っ
た
。
こ
れ
も
、
田
植
え
が
一
段
落
し
た
農
閑

期
に
あ
た
る
。
細
川
の
よ
う
に
生
で
新
葉
を
出
荷
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
花
坂
・
湯
川
の
よ

う
に
釜
で
炊
い
て
あ
る
程
度
乾
か
し
て
か
ら
出
荷
し
た
場
合
も
あ
っ
た
。
出
荷
先
の
笠
田
で

は
、
紀
ノ
川
の
川
原
に
広
げ
て
干
し
て
い
た
と
い
う
。
花
坂
付
近
か
ら
は
笠
田
方
面
へ
出
る

こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
紀
ノ
川
の
川
原
に
蒸
し
た
新
葉
を
干
し
て
い
た
光
景
を
見
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
晒
葉
加
工
は
、
県
内
で
も
紀
ノ
川
沿
岸
地
域
に
発
達
し
た

が
、
そ
れ
は
乾
燥
場
と
し
て
広
い
川
原
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
〔
日
下
部
　
一
九
三

九
〕。新

葉
切
り
に
つ
い
て
は
、
林
で
の
語
り
の
よ
う
に
、
女
性
が
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

新
葉
切
り
は
皮
剥
き
よ
り
も
手
軽
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

６
．
皮
・
新
葉
の
出
荷
先

皮
の
出
荷
先
は
、
野
上
・
海
南
方
面
と
橋
本
（
岸
上
）
方
面
が
あ
っ
た
）
5
（

。
話
者
に
よ
っ

て
、
野
上
の
ほ
う
、
な
ど
と
あ
い
ま
い
な
表
現
を
す
る
方
も
あ
っ
た
。
高
野
山
北
麓
の
西

郷
・
細
川
は
橋
本
方
面
、
高
野
山
西
麓
の
花
坂
・
湯
川
は
野
上
・
海
南
方
面
に
出
荷
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
高
野
山
南
麓
か
ら
東
麓
に
か
け
て
は
、
橋
本
方
面
と
、
野

上
・
海
南
方
面
の
両
方
に
出
荷
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
岸
上
村
（
現
在
の
橋
本

市
）
の
場
合
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
棕
櫚
皮
加
工
業
者
は
多
く
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
隣

接
す
る
山
田
村
（
現
在
の
橋
本
市
）
に
棕
櫚
加
工
業
者
が
多
か
っ
た
〔
和
歌
山
県
伊
都
郡
役

所
　
一
九
一
八
〕）
6
（

。
4
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
野
町
の
人
々
が
語
る
岸
上
の
人
は
、
皮
剥

表 1　集落ごとの棕櫚
集落名 棕櫚のある場所 皮の販売先 皮を剥く人 新葉の販売先 仲買人
西郷 畑の近く 岸上 自分たち
細川 家の近くの山 岸上 自分たち 岸上、笠田
花坂 あちこちに点在（5 本、10 本など、大きな

棕櫚山はなかった）
海南 自分たち 笠田 花坂にシンバを集荷

する仲買人がいた
湯川 シュウロ山が多かった、ほとんどの家に

シュウロ山があった、山のすそ、畑の周囲
野上 自分たち 花坂の仲買人

相ノ浦 家の周り（遠いところにはなかった） 橋本付近、海南
に加工場

橋本付近の人が剥
きに来た

大滝
西ヶ峰 ちょいちょいあった、稲荷さんのところな

ど
林 家の裏、深い山 野上から買いに

来た
自分たち

南 どっさりあった、家の周り 岸上のほうの人が
剥きに来た

平原 橋本の人が剥きに
来た

新葉・皮の仲買人が
いた

樫原 多い人で 30 本
東又 どっさりあった 岸上 岸上のほうの人が

剥きに来た
杖ヶ藪 家の周りにもあった 野上・桃山あた

り、岸上
剥きに来た、自分
たちも剥くことが
あった

安楽川のほう

筒香 海南のほう 剥きに来た、自分
たちも剥くことが
あった

富貴
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組
合
も
あ
っ
た
。
湯
川
で
は
、
炭
の
次
に
大
き
な
収
入
源
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
南
麓
か

ら
東
麓
に
か
け
て
は
栽
培
も
さ
れ
て
い
た
が
、
自
分
た
ち
で
皮
を
剥
か
ず
に
剥
き
に
来
る
人

に
任
せ
て
い
た
。
集
落
単
位
で
の
出
荷
量
の
デ
ー
タ
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
人
び
と
の

語
り
か
ら
判
断
す
る
と
、
東
麓
の
場
合
は
、
北
麓
・
西
麓
ほ
ど
に
は
栽
培
・
出
荷
が
盛
ん
で

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
高
野
町
東
端
の
富
貴
で
は
棕
櫚
が
わ
ず
か
に
あ
っ
た

も
の
の
、
栽
培
や
出
荷
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
高
野
町
内
に
お
け
る
棕
櫚
栽
培

の
地
域
差
に
つ
い
て
、
標
高
、
流
通
網
、
生
業
の
観
点
か
ら
背
景
を
分
析
し
て
お
き
た
い
。

８
．
標
高
と
の
関
係

現
地
調
査
を
も
と
に
国
土
地
理
院
地
図
に
お
い
て
標
高
を
確
認
し
、
集
落
ご
と
に
標
高
を

示
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
こ
の
標
高
は
、
集
落
中
心
部
を
基
点
と
し
、
お
も
に
棕
櫚
が

植
栽
さ
れ
る
集
落
背
後
の
山
ま
で
の
標
高
を
示
し
て
い
る
。
西
郷
の
場
合
は
、
作
水
・
尾

細
・
桜
茶
屋
・
神
谷
の
小
字
が
東
高
野
街
道
に
沿
っ
て
尾
根
上
に
立
地
し
て
い
る
た
め
、
標

高
差
に
幅
が
あ
る
。
集
落
中
心
部
が
標
高
七
五
〇
m
付
近
の
大
滝
・
西
ヶ
峰
の
場
合
、
棕
櫚

栽
培
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
西
ヶ
峰
に
も
棕
櫚
は
何
本
か
あ
っ
た
と
い

う
。
西
ヶ
峰
か
ら
棕
櫚
を
出
荷
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
お
そ

ら
く
自
家
用
に
使
用
す
る
た
め
に
ご
く
わ
ず
か
な
本
数
を
植
え
て
い
た
と
い
う
程
度
で
あ
ろ

う
。集

落
中
心
部
が
標
高
六
〇
〇
m

前
後
の
相
ノ
浦
・
林
・
南
の
場
合

で
も
棕
櫚
は
栽
培
さ
れ
て
い
た

が
、
北
麓
・
西
麓
ほ
ど
盛
ん
で
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
落
が
棕

櫚
栽
培
の
限
界
地
と
い
う
こ
と
に

表 2　集落ごとの標高
西郷 150 ～ 500
細川 300 ～ 450
花坂 400 ～ 500
湯川 500 ～ 550
相ノ浦 600 ～ 700
大滝 750 ～ 850
西ヶ峰 750 ～ 850
林 600 ～ 750
南 600 ～ 750
平原 400 ～ 500
樫原 550 ～ 700
東又 500 ～ 600
杖ヶ藪 400 ～ 600
筒香 400 ～ 550
富貴 550 ～ 700

き
を
し
て
、
皮
を
買
い
集
め
、
山
田
村
な
ど
に
販
売
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
橋
本
市
・
九
度
山
町
・
か
つ
ら
ぎ
町
・
紀
の
川
市
・
紀
美

野
町
・
海
南
市
・
有
田
川
町
の
民
俗
調
査
の
際
に
棕
櫚
の
こ
と
を
聞
い
て
き
た
な
か
で
は
、

岸
上
か
ら
皮
を
剥
き
に
来
た
、
買
い
に
来
た
と
い
う
語
り
は
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
高
野
町

の
ほ
か
で
は
九
度
山
町
東
郷
、
橋
本
市
向
副
で
聞
い
た
程
度
で
あ
っ
た
）
7
（

。

新
葉
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
集
落
で
も
笠
田
方
面
へ
出
荷
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

橋
本
方
面
に
出
荷
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
は
、
笠
田
町
・
大
谷

村
・
妙
寺
町
・
四
郷
村
・
見
好
村
（
い
ず
れ
も
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
）
に
晒
葉
業
者
が
集
中

し
て
い
た
〔
日
下
部
　
一
九
三
九
〕。
高
野
町
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
笠
田
と
い
う
認
識
で

あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
笠
田
周
辺
一
帯
で
晒
葉
加
工
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
販
売
先
を
安
楽
川
、
桃
山
方
面
と
語
る
方
も
い
た
。
安
楽
川
（
旧
那
賀
郡
桃
山
町
、

現
在
は
紀
の
川
市
桃
山
町
）
に
は
、
晒
葉
の
業
者
が
い
た
た
め
〔
日
下
部
　
一
九
三
九
〕、

こ
の
場
合
は
新
葉
の
出
荷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

皮
や
新
葉
は
、
高
野
町
内
に
仲
買
を
し
て
集
荷
す
る
人
も
い
た
。
西
麓
で
は
花
坂
、
東
麓

で
は
平
原
に
仲
買
を
す
る
人
が
い
た
。
と
く
に
新
葉
を
買
い
集
め
て
い
た
と
い
う
。
花
坂
は

湯
川
方
面
か
ら
、
平
原
は
摩
尼
地
区
の
新
葉
を
集
積
し
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
平

野
部
へ
の
道
が
通
じ
て
い
た
た
め
加
工
地
に
出
荷
し
や
す
い
場
所
に
位
置
し
て
い
た
。
湯
川

で
は
、
皮
に
つ
い
て
は
自
分
た
ち
で
新
城
（
か
つ
ら
ぎ
町
）
ま
で
下
ろ
し
て
い
た
。
新
城
も

山
の
産
物
を
集
荷
し
て
、
平
野
部
の
町
へ
出
荷
し
や
す
い
物
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
。

７
．
地
域
差

高
野
町
の
棕
櫚
栽
培
は
、
家
に
よ
っ
て
本
数
に
差
異
が
あ
っ
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
も
差

異
が
あ
っ
た
。
概
し
て
、
高
野
町
の
西
部
（
北
麓
か
ら
西
麓
）
で
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
中

部
か
ら
東
部
（
南
麓
か
ら
東
麓
）
で
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
西
細
川
に
は
新
葉
の
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る
だ
け
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
山
田
村
な
ど
に
販
売
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

高
野
山
東
麓
に
つ
い
て
は
、
野
上
・
海
南
、
橋
本
の
二
方
面
か
ら
流
通
網
が
伸
び
て
い

た
。
野
上
・
海
南
の
業
者
に
す
れ
ば
、
高
野
山
を
越
え
た
東
側
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
集

荷
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
橋
本
市
の
岸
上
か
ら
で
あ
れ
ば
、
丹
生
川
沿
い
を
通

る
ル
ー
ト
で
集
荷
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
葉
に
つ
い
て
は
岸
上
で
も
集
積
し
て
い
た
が
、
圧
倒
的
に
笠
田
に
出
荷
す
る
場
合
が
多

か
っ
た
。
笠
田
に
運
ぶ
場
合
は
、
花
坂
か
ら
西
高
野
街
道
を
下
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

10
．
地
域
の
生
業
と
の
関
連

高
野
山
東
麓
の
摩
尼
地
区
で
棕
櫚
栽
培
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
橋
本
方
面
へ
の
出

荷
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
摩
尼
地
区
の
場
合
は
別
の
理
由
も
考

え
ら
れ
る
。
摩
尼
地
区
で
は
林
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
木
に
登
る
た
め
の
ブ
リ
縄
を
使

用
し
た
（
写
真
23
）。
棕
櫚
で
作
っ
た
ブ

リ
縄
は
丈
夫
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ブ
リ
縄

製
作
は
摩
尼
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
技

術
で
あ
っ
た
〔
高
野
町
教
育
委
員
会
ら
　

一
九
六
九
〕。
標
高
も
高
く
、
野
上
・
海

南
方
面
へ
出
荷
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
高
野
山
東
麓
の
摩
尼
地
区
の
場
合
は
、

地
域
の
生
業
に
関
係
し
て
棕
櫚
を
栽
培
す

る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
高
野
町
東
端
の
富
貴
の
場
合

は
、
標
高
五
〇
〇
m
前
後
の
場
所
に
広
大

な
平
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

な
ろ
う
。
相
ノ
浦
で
は
隣
接
す
る
花
園
村
と
比
較
し
て
、
こ
の
地
域
は
寒
い
た
め
に
棕
櫚
栽

培
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
語
り
が
あ
っ
た
。

標
高
か
ら
み
れ
ば
、
三
〇
〇
〜
六
〇
〇
m
の
間
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
細
川
・
花
坂
・
湯
川
お
よ
び
、
東
又
・
杖
ヶ
藪
・
筒
香
付
近
で
あ
る
。

富
貴
の
場
合
は
、
標
高
六
〇
〇
m
前
後
で
あ
る
た
め
栽
培
限
界
地
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
は
、
標
高
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
棕
櫚
栽
培
を
選
択
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

９
．
流
通
網
と
の
関
係

先
述
し
た
よ
う
に
、
高
野
山
西
麓
に
位
置
す
る
湯
川
・
花
坂
の
場
合
は
、
皮
を
野
上
・
海

南
方
面
へ
出
荷
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
流
通
網
は
、
地
理
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
野

上
・
海
南
は
、
棕
櫚
産
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
貴
志
川
流
域
・
有
田
川
流
域
の
棕
櫚
を
集
積

し
て
加
工
し
、
全
国
的
に
販
売
し
て
い
た
。
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
伊
都
郡
花
園
村
は
有

田
川
最
上
流
域
に
当
た
る
。
花
園
村
か
ら
は
野
上
・
海
南
方
面
へ
と
出
荷
し
て
い
た
。
ま

た
、
有
田
川
の
北
に
位
置
す
る
貴
志
川
流
域
、
さ
ら
に
北
側
の
真
国
川
流
域
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
河
川
沿
い
に
野
上
・
海
南
へ
と
皮
を
集
積
す
る
流
通
網
が
発
達
し
て
い
た
。
湯

川
・
花
坂
は
貴
志
川
流
域
の
最
上
流
域
に
当
た
る
。
湯
川
か
ら
湯
川
川
を
下
っ
て
貴
志
川
に

合
流
す
る
地
点
が
新
城
で
あ
る
。
新
城
に
棕
櫚
皮
を
集
積
し
、
新
城
の
下
流
に
位
置
す
る
長

谷
・
毛
原
地
区
、
さ
ら
に
下
っ
て
野
上
・
海
南
方
面
へ
運
ば
れ
た
。
野
上
・
海
南
の
業
者
か

ら
み
れ
ば
、
花
坂
・
湯
川
は
集
荷
地
域
の
最
上
流
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
高
野
山
北
麓
に
位
置
す
る
西
郷
・
細
川
の
場
合
は
、
岸
上
方
面
へ
と
出
荷
し
て
い

た
。
高
野
山
よ
り
北
に
向
か
う
と
、
紀
ノ
川
流
域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
橋
本
市
が
存
在
す

る
。
岸
上
は
橋
本
市
の
西
部
に
位
置
す
る
。
岸
上
か
ら
み
れ
ば
、
身
近
な
南
側
の
山
地
よ
り

棕
櫚
皮
を
調
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
6
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
岸
上
で
加
工
す

写真 23　  ブリナワを使用して木に登る（高野町教育
委員会提供）
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伸
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に
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し
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岸
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は
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を
下
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こ
と
に
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．
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は
、
以
上
の
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へ
の
出

荷
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た
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と
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き
る
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し
か
し
、
摩
尼
地
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の
場
合
は
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の
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も
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る
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尼
地
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で
は
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業
が
盛
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で
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っ
た
た
め
、
木
に
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た
め
の
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を
使
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し
た
（
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23
）。
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で
作
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た
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は
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で
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た
と
い
う
。
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製
作
は
摩
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で
伝
承
さ
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き
た
技

術
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た
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高
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六
九
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標
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も
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く
、
野
上
・
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出
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こ
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が
容
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で
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の
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に
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を
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よ
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に
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、
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の
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の
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し
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で
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す
る
花
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比
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こ
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に
棕
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が
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で
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と
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も
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で
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に
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・
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・
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お
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、
東
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・
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で
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の
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合
は
、
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で
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た
め
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と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
は
、
標
高
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
棕
櫚
栽
培
を
選
択
し
な
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先
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、
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に
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。
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、
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へ
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の
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ば
、
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は
集
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地
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の
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上
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域
と
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う
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と
に
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る
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一
方
、
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山
北
麓
に
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す
る
西
郷
・
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の
場
合
は
、
岸
上
方
面
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と
出
荷
し
て
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た
。
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野
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よ
り
北
に
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う
と
、
紀
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川
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の
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心
都
市
と
し
て
の
橋
本
市
が
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在
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る
。
岸
上
は
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本
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部
に
位
置
す
る
。
岸
上
か
ら
み
れ
ば
、
身
近
な
南
側
の
山
地
よ
り
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皮
を
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達
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と
に
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る
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た
だ
し
、
6
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
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で
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ウ
ヤ
マ
キ
を
販
売
す
る
習
俗
は
存
在
し
た

が
、
高
野
山
周
辺
で
本
格
的
に
土
産
用
と

し
て
栽
培
を
始
め
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代

後
半
か
ら
で
あ
っ
た
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ
栽
培

も
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
る
た
め
、
別
稿

を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
和
歌
山
県
北
部
の
棕
櫚
栽
培
、

加
工
業
に
つ
い
て
も
調
査
を
継
続
し
て
い

る
。
棕
櫚
に
関
す
る
文
献
調
査
も
お
こ

な
っ
て
い
る
。
海
南
市
・
紀
美
野
町
・
有

田
川
町
だ
け
で
な
く
、
か
つ
ら
ぎ
町
・
紀

の
川
市
で
も
聞
き
取
り
調
査
も
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
広
範
囲
に
お
よ
び
、
話
者
も
多
数
に
な
る
た
め
、
時
間
を
か
け
て
ま
と
め
る
予

定
に
し
て
い
る
。

（
注
）

（
1
）
本
稿
で
は
植
物
名
お
よ
び
方
言
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
す
る
。
そ
れ
以
外
は
原
則
と

し
て
棕
櫚
と
い
う
表
記
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
文
献
な
ど
で
「
棕
梠
」
の
字
が
用

い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
。

（
2
）
堂
鳴
海
山
は
有
田
川
町
と
紀
美
野
町
の
境
界
に
位
置
す
る
長
峰
山
脈
の
峰
の
ひ
と
つ

で
標
高
八
七
〇
m
で
あ
る
。
有
田
川
町
楠
本
の
背
後
の
山
に
な
る
。
こ
の
山
に
は
古

代
か
ら
中
世
に
か
け
て
伽
藍
が
存
在
し
た
〔
和
歌
山
県
立
博
物
館
　
二
〇
一
七
〕。

（
3
）〔
藤
井
　
二
〇
一
四
〕
に
棕
櫚
流
通
の
一
端
を
ま
と
め
た
が
、
全
体
像
に
つ
い
て
は
未

発
表
。

て
、
稲
作
・
畑
作
も
盛
ん
で
、
薬
草
栽
培
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
棕
櫚
栽
培
に
割
く

た
め
の
時
間
的
お
よ
び
空
間
的
な
余
裕
が
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
棕

櫚
栽
培
よ
り
も
収
入
の
よ
い
換
金
作
物
を
栽
培
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
野
町
内
に
お
い
て
棕
櫚
栽
培
の
地
域
差
が
生
じ
て
い
た
背
景
と
し
て

は
、
標
高
、
流
通
網
、
他
の
生
業
と
の
関
係
な
ど
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

棕
櫚
を
扱
っ
た
先
行
研
究
で
は
、
産
業
史
な
ど
の
立
場
か
ら
は
、
棕
櫚
産
業
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
加
工
地
域
の
考
察
が
多
く
、
栽
培
地
域
を
対
象
と
し
た
も
の
が
少
な

か
っ
た
。
地
理
学
・
民
俗
学
の
棕
櫚
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
栽
培
地
の
民
俗
を
取
り
上
げ

た
も
の
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
栽
培
限
界
地
と
い
わ
れ
て
き
た
高
野
山
周
辺
地
域
に
つ
い
て

分
析
し
た
論
考
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
高
野
町
史
の
生
業
調
査
の
な
か
で
、
町
内
各

集
落
に
お
い
て
棕
櫚
の
こ
と
を
聞
い
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
聞
き
取
り
内
容
を
中
心
に
し

て
、
高
野
町
の
棕
櫚
の
民
俗
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
中
期
ま
で
は
高
野
山
周
辺
の

栽
培
限
界
地
付
近
ま
で
棕
櫚
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
標
高
の
み
な
ら
ず
出
荷
先

へ
の
流
通
ル
ー
ト
や
そ
の
他
の
生
業
と
の
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
同
じ
高
野
町
内
で
も
棕
櫚
栽

培
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
っ
て
き
た
。

た
だ
し
、
現
在
の
和
歌
山
県
内
で
は
、
棕
櫚
栽
培
は
有
田
川
町
の
一
部
で
お
こ
な
わ
れ

（
写
真
24
）、
棕
櫚
加
工
は
海
南
市
・
紀
美
野
町
に
お
い
て
わ
ず
か
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
程

度
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
対
象
と
し
た
高
野
町
で
は
棕
櫚
栽
培
お
よ
び
出
荷
は
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
い
。
昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
棕
櫚
産
業
が
衰
退
し
た
あ
と
、
棕
櫚
栽
培
は
ほ
ぼ
終

了
し
、
棕
櫚
を
伐
採
し
て
コ
ウ
ヤ
マ
キ
栽
培
に
転
換
し
た
家
や
地
域
が
多
い
。
と
く
に
相
ノ

浦
、
湯
川
で
は
棕
櫚
栽
培
地
の
跡
地
に
コ
ウ
ヤ
マ
キ
を
植
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ウ
ヤ
マ

キ
の
枝
は
、
高
野
山
参
詣
人
に
土
産
と
し
て
販
売
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
コ

写真 24　  棕櫚の皮剥き（有田川町下湯川、2020 年
8 月 7 日撮影）
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史
』　
海
南
特
産
家
庭
用
品
協
同
組
合

加
藤
幸
治
　
二
〇
〇
五
　「
近
代
に
お
け
る
山
地
の
諸
生
業
の
地
域
的
展
開
　
―
貴
志
川
中

流
域
に
お
け
る
聞
書
き
を
中
心
に
―
」『
近
畿
民
具
』
二
八

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
和
歌

山
県
』　
角
川
書
店

北
尾
鐐
之
助
　
一
九
三
三
　『
近
畿
景
観
　
四
　
紀
伊
　
伊
賀
』　
創
元
社

日
下
部
兼
道
　
一
九
三
九
　『
農
山
村
副
業
叢
書
　
一
一
　
棕
梠
の
栽
培
と
利
用
』　
大
日
本

山
林
会

高
野
町
教
育
委
員
会
・
高
野
町
教
育
研
究
会
編
　
一
九
六
九
　『
わ
た
し
た
ち
の
高
野
町
』　

高
野
町
教
育
委
員
会

高
野
町
史
編
纂
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
　『
高
野
町
史
　
民
俗
編
』　
高
野
町

瀬
田
勝
哉
　
一
九
九
五
　「
宝
前
の
棕
櫚
」『
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
　
歴
史
を
読
み
な

お
す
一
一
』
朝
日
新
聞
社

西
久
保
俊
郎
　
二
〇
〇
一
　『
シ
ュ
ロ
の
歌
　
―
そ
の
植
栽
と
産
業
的
発
展
の
歴
史
―
』　
私

家
版

野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
野
上
町
誌
　
下
』　
野
上
町

橋
本
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
二
〇
〇
三
　『
橋
本
市
史
　
近
現
代
史
料
Ⅱ
』　
橋
本
市

藤
井
弘
章
　
二
〇
一
四
　「
民
俗
調
査
か
ら
み
た
神
野
・
真
国
荘
地
域
の
生
業
」
高
木
徳
郎

編
『
紀
伊
国
神
野
・
真
国
荘
地
域
総
合
調
査
』（
平
成
二
三
年
〜
二
五
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
　
基
盤
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書
　
研
究
課
題
「
紀
の
川
流
域
に
お
け
る
中

世
荘
園
の
地
域
環
境
史
的
研
究
」
研
究
代
表
者
　
高
木
徳
郎
）

藤
田
和
史
　
二
〇
一
七
　「
わ
か
や
ま
の
風
土
産
業
」
東
悦
子
・
藤
田
和
史
編
『
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
叢
書
　
四
　
わ
か
や
ま
を
学
ぶ
　
紀
州
地
域
学
　
初
歩
の
初
歩
』
清
文

堂

（
4
）〔
日
下
部
　
一
九
三
九
〕
に
は
、
大
正
九
年
刊
行
の
柳
野
源
之
助
『
和
歌
山
県
の
棕
梠

栽
培
』
が
「
唯
一
の
参
考
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、〔
吉
田
ら
　
一
九

七
七
〕
な
ど
で
こ
の
文
献
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
和
歌
山
県
内

お
よ
び
全
国
の
公
共
・
大
学
図
書
館
で
同
書
の
所
蔵
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
5
）
地
理
的
に
は
野
上
谷
の
入
り
口
に
あ
た
る
。
現
在
の
市
町
村
名
で
い
え
ば
、
海
南
市

東
部
か
ら
紀
美
野
町
西
部
に
か
け
て
の
地
域
に
棕
櫚
加
工
産
業
が
発
達
し
た
。
厳
密

に
い
え
ば
、
棕
櫚
産
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
巽
村
・
中
野
上
村
は
、
昭
和
三
〇
年
（
一

九
五
五
）
に
海
南
市
に
合
併
し
た
。
た
だ
し
、
東
野
上
町
は
同
年
、
海
南
市
へ
合
併

せ
ず
に
野
上
町
と
な
り
、
現
在
で
は
紀
美
野
町
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
で
は
話
者
の
語
り
も
尊
重
し
て
、
野
上
・
海
南
方
面
と
表
現
し
て
お
く
。

（
6
）
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
町
村
出
品
表
に
よ
る
と
、

「
棕
櫚
皮
」
と
「
棕
櫚
縄
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
岸
上
村
か
ら
は
い
ず
れ
も
出
品

は
な
い
。
一
方
で
、
山
田
村
か
ら
は
棕
櫚
皮
が
二
、
棕
櫚
縄
が
二
〇
、
出
品
さ
れ
て

い
る
〔
橋
本
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
三
〕。

（
7
）
九
度
山
町
東
郷
で
は
「
岸
上
か
ら
は
竹
の
皮
も
買
い
に
来
た
」、
橋
本
市
向
副
で
は

「
岸
上
は
竹
の
産
地
で
あ
っ
た
」、
と
語
ら
れ
た
。
高
野
町
で
は
岸
上
と
竹
と
の
関
係

は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
参
考
文
献
）

岩
波
書
店
編
　
一
九
五
一
　『
岩
波
写
真
文
庫
　
三
九
　
高
野
山
』　
岩
波
書
店

海
南
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
　
一
九
九
八
　『
展
示
解
説
集
　
第
一
七
集
　
海
南
地
方
に

お
け
る
家
庭
用
品
産
業
の
歩
み
　
―
棕
櫚
加
工
業
か
ら
合
成
繊
維
加
工
業
へ
―
』　
海
南

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

海
南
地
方
家
庭
用
品
産
業
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
九
　『
海
南
地
方
家
庭
用
品
産
業
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史
』　
海
南
特
産
家
庭
用
品
協
同
組
合

加
藤
幸
治
　
二
〇
〇
五
　「
近
代
に
お
け
る
山
地
の
諸
生
業
の
地
域
的
展
開
　
―
貴
志
川
中

流
域
に
お
け
る
聞
書
き
を
中
心
に
―
」『
近
畿
民
具
』
二
八

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
和
歌

山
県
』　
角
川
書
店

北
尾
鐐
之
助
　
一
九
三
三
　『
近
畿
景
観
　
四
　
紀
伊
　
伊
賀
』　
創
元
社

日
下
部
兼
道
　
一
九
三
九
　『
農
山
村
副
業
叢
書
　
一
一
　
棕
梠
の
栽
培
と
利
用
』　
大
日
本

山
林
会

高
野
町
教
育
委
員
会
・
高
野
町
教
育
研
究
会
編
　
一
九
六
九
　『
わ
た
し
た
ち
の
高
野
町
』　

高
野
町
教
育
委
員
会

高
野
町
史
編
纂
委
員
会
編
　
二
〇
一
二
　『
高
野
町
史
　
民
俗
編
』　
高
野
町

瀬
田
勝
哉
　
一
九
九
五
　「
宝
前
の
棕
櫚
」『
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
　
歴
史
を
読
み
な

お
す
一
一
』
朝
日
新
聞
社

西
久
保
俊
郎
　
二
〇
〇
一
　『
シ
ュ
ロ
の
歌
　
―
そ
の
植
栽
と
産
業
的
発
展
の
歴
史
―
』　
私

家
版

野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
野
上
町
誌
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野
上
町

橋
本
市
史
編
さ
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委
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会
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二
〇
〇
三
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橋
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市
史
　
近
現
代
史
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橋
本
市

藤
井
弘
章
　
二
〇
一
四
　「
民
俗
調
査
か
ら
み
た
神
野
・
真
国
荘
地
域
の
生
業
」
高
木
徳
郎

編
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紀
伊
国
神
野
・
真
国
荘
地
域
総
合
調
査
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平
成
二
三
年
〜
二
五
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
　
基
盤
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書
　
研
究
課
題
「
紀
の
川
流
域
に
お
け
る
中

世
荘
園
の
地
域
環
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史
的
研
究
」
研
究
代
表
者
　
高
木
徳
郎
）

藤
田
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史
　
二
〇
一
七
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わ
か
や
ま
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産
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東
悦
子
・
藤
田
和
史
編
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フ
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地
域
学
　
初
歩
の
初
歩
』
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堂
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4
）〔
日
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部
　
一
九
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九
〕
に
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、
大
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九
年
刊
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助
『
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棕
梠
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』
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」
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。
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も
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献
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書
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書
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蔵
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で
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）
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野
上
谷
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入
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。
現
在
の
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で
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ば
、
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に
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に
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櫚
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が
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し
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。
厳
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、
棕
櫚
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が
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で
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・
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は
、
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和
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、
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、
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・
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と
表
現
し
て
お
く
。
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）
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五
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（
一
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）
の
第
五
回
内
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覧
会
町
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出
品
表
に
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と
、

「
棕
櫚
皮
」
と
「
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櫚
縄
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
岸
上
村
か
ら
は
い
ず
れ
も
出
品

は
な
い
。
一
方
で
、
山
田
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ら
は
棕
櫚
皮
が
二
、
棕
櫚
縄
が
二
〇
、
出
品
さ
れ
て

い
る
〔
橋
本
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
三
〕。

（
7
）
九
度
山
町
東
郷
で
は
「
岸
上
か
ら
は
竹
の
皮
も
買
い
に
来
た
」、
橋
本
市
向
副
で
は

「
岸
上
は
竹
の
産
地
で
あ
っ
た
」、
と
語
ら
れ
た
。
高
野
町
で
は
岸
上
と
竹
と
の
関
係

は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
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